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4 ● 入学式・新入生オリエンテーション
● 新入生オリエンテーション
● 前期授業開始日 
● 履修登録期間 
● 健康診断 

● 補講日 
● 定期試験〈予備日8/1（水）〉

● 試験予備日
● オープンキャンパス〈天白〉
● 窓口閉鎖期間 
● 定期試験成績発表
● 追・再試験期間 
● 夏季集中講義期間

1（日）
2（月）
3（火）
上旬
上旬

17（火）・18（水）
23（月）～31（火）

1（水）
4（土）・5（日）
8（水）～17（金）

21（火）
27（月）～30（木）

未定

平成30年度名城大学 CALENDAR
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9 ● 追加履修登録期間 
● 後期授業開始日 
● 開学記念日
● 9月卒業式

● 大学祭準備
 

● 大学祭
● 大学祭後片付け 
● スポーツ推薦入試 
● 公募制推薦入試

● 年内授業終了日
● 窓口閉鎖期間

6（木）・7（金）
14（金）
22（土）
下旬

31（水）

1（木）～3（土）
4（日）
上旬
中旬

27（木）
12/28（金）～1/4（金）

3

2

1 ● 授業再開日
● 補講日
● 大学入試センター試験準備〈5時限～〉
● 大学入試センター試験
● 定期試験〈予備日1/25（金）〉
● 入試準備 

● A・F・M入試
● 定期試験成績発表 
● B・F入試
● 追・再試験期間 
● 転学部等試験

● 卒業式 
● 在学生健康診断
● 次年度在学生ガイダンス

5（土）
8（火）・15（火）

18（金）
19（土）・20（日）

12（土）・16（水）～24（木）
31（木）

上旬
7（木）
中旬

14（木）～20（水）
下旬

20（水）
下旬
下旬

最新情報は名城大学ホームページをご覧ください。http://www.meijo-u.ac.jp/
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家族

上
司
・
仲
間

厳
し
い
気
象
条
件
に
打
ち
勝
つ

現
在
私
が
働
い
て
い
る
の
は
、
山
形
県
を

縦
断
す
る
東
北
中
央
自
動
車
道
の
建
設
工
事

を
進
め
て
い
る
蔵
王
工
事
区
で
す
。
ト
ン
ネ

ル
を
掘
っ
た
り
、
川
に
橋
を
架
け
な
が
ら
高

速
道
路
の
開
通
を
目
指
す
現
場
で
施
工
管
理

を
任
さ
れ
て
お
り
、
発
注
者
の
委
託
を
受
け

て
現
場
と
の
間
に
立
っ
て
施
工
の
状
況
を
確

認
・
管
理
し
、
発
注
者
に
逐
次
報
告
す
る
仕

事
で
す
。

蔵
王
の
現
場
は
、
夏
は
暑
く
冬
は
雪
深
い

こ
と
も
あ
り
、
外
に
出
る
こ
と
が
嫌
に
な
り

そ
う
な
日
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
場
で

勇
ま
し
く
働
い
て
い
る
方
々
を
見
て
、「
弱
音

を
吐
い
て
は
い
け
な
い
」と
気
持
ち
を
改
め
た

り
し
な
が
ら
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

私
が
担
当
し
て
い
る
橋
の
工
事
で
は
、
こ
れ
ま
で
硬
い
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
、
気
温
や
風
雨
に
影
響
さ
れ
る
繊
細
な
生
モ
ノ
で
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
関
し
て
は
設
計
要
領
と
施
工
管
理
要
領
等
を
熟
読
し
て
、
施
工

の
方
法
や
確
認
す
べ
き
事
項
を
頭
の
中
に
叩
き
込
み
、
確
認
す
る
必
要
性
も
考
え
な
が
ら

現
場
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
そ
う
し
て
、
着
々
と
伸
び
て
い
く
ト
ン
ネ
ル
や
日
ご
と
に
姿
を

変
え
る
現
場
を
見
て
、
携
わ
っ
て
い
る
工
事
の
大
き
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
使
命
を
全
う
す
る

「
こ
ん
な
若
い
人
が
施
工
管
理
を
？
」
と
驚
か
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、「
現
場
経
験
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
技
術

者
の
成
長
に
必
要
不
可
欠
」
と
い
う
会
社
の
方
針
に
よ
る
も
の

で
、
至
ら
な
い
部
分
は
上
司
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
知
識
、
経
験
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
場
で
は

経
験
が
少
な
い
か
ら
と
い
っ
て
生
半
可
な
管
理
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
発
注
者
が
求
め
る
建
造
物
を
つ
く
る
た
め
に
、
気
に
な

る
こ
と
は
と
こ
と
ん
指
摘
す
る
こ
と
が
自
分
の
使
命
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
仕
事
を
し
て
い
く
中
で
、
何
事
も
自
分
で
見
て

考
え
、
調
べ
、
行
動
す
る
こ
と
、
そ
し
て
失
敗
し
て
も
前
を

向
く
プ
ラ
ス
思
考
で
い
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

M I S S I O N  1

尊敬する上司と心許せる同僚
上司のアドバイスで印象に残っていることは「自分から積極的

に人の話を聞いて、周りの状況を把握しながら仕事をしなさい」
ということ。上司自身が、常に2歩 3歩先を見ながら仕事がで
きるのはこのためかと納得しました。私は何かをやり始めると没
頭してしまうので、もっとアンテナを張ることに意識をしなければと
思っています。
また、同僚は偶然にも名城大学理工学部出身で、入社後も保
全部、施工管理部と同じ道を歩んできました。何でも言い合える
存在で、休日にご飯を食べに行くこともあります。
私と同僚の現場経験の少なさを上司に補っていただきながら、

チームで仕事に取り組んでいます。

よき理解者に支えられて
結婚直後に岐阜の本社から山形

への転勤が決まり、地元を離れて
ついてきてくれた妻には感謝してい
ます。仕事についても理解してくれ
ている妻が家で待っていると思うと、
仕事のモチベーションも上がります
し、現場で絶対に事故に遭っては
いけないと気が引き締まります。

自分の考えを尊重してくれた両親
在学中、父は単身赴任だったので話す機会が少なかったの

ですが、母との会話は多かったと思います。しかし大学や就職、
進学のことはほとんど話していません。大学院への進学も、就職
が決まった時も事後報告でしたが、「それならがんばれ」と背中
を押してくれました。
大学院への進学を決めた研究室の葛先生との出会いは、私に

とって大きな転機でした。勉強をおろそかにしていたそれまでの自
分と決別し、大学院では勉強に励みました。豊富な資材や研究
環境に恵まれ、仕事の現場で役立つ知識を学生時代に培うこと
ができました。

緻
密
な
管
理
で

安
全・確
実
に
道
を
つ
な
ぐ

私 の 学 生 時 代

大日コンサルタント株式会社
マネジメント事業部
施工管理部 蔵王工事班

名城大学理工学部 
建設システム工学科卒業

名城大学理工学研究科 
建設システム工学専攻修了

大日コンサルタント㈱入社 
コンサルタント事業部 
保全部配属

同社 マネジメント事業部 
施工管理部配属

3月

 
3月 

4月 
 

4月

平成24年

 
平成26年 

平成26年 
 

平成29年

羽田 新輝さん
は　だ し ん き

04 03



家族

上
司
・
仲
間

グ
ロ
ー
バ
ル
な
生
産
活
動
の
管
理

矢
崎
計
器
株
式
会
社
は
、
自
動
車
用
部
品
の

開
発
、
製
造
、
販
売
を
主
力
事
業
と
す
る
矢
崎

グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
、
自
動
車
用
メ
ー
タ
ー
が

主
力
製
品
で
す
。
そ
の
中
で
私
は
、
国
内
と
海

外
14
ヵ
国
、
計
39
工
場
の
メ
ー
タ
ー
や
そ
の
部

品
を
製
造
す
る
工
場
の
操
業
度
や
生
産
実
績
の

管
理
を
行
う
部
署
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
　

具
体
的
に
私
が
担
当
す
る
業
務
は
大
き
く
二

つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
各
工
場
と
の
日
々
の
や

り
取
り
を
通
じ
、
生
産
が
計
画
通
り
に
進
ん
で

い
る
か
の
確
認
、
も
う
一
つ
は
工
場
の
皆
さ
ん

の
努
力
を
正
確
に
評
価
で
き
る
よ
う
な
指
標
づ

く
り
と
そ
の
運
用
で
す
。
生
産
は
生
き
も
の
だ

と
言
っ
た
人
が
い
ま
し
た
。
ど
れ
だ
け
管
理
を
し
て
い
て
も
、
と
き
に
予
期
せ
ぬ
異
常
や

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
は
職
場
の
上
司
や
先
輩
、
そ
し
て
現
地
の

関
係
者
と
緊
密
な
連
携
を
と
り
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。 

生
産
活
動
は
も
の
づ
く
り
の
会
社
に
と
っ
て
の
生
命
線
で
す
。
そ
れ
を
統
括
し
管
理

す
る
と
い
う
、
重
要
な
任
務
の
一
端
を
私
が
担
っ
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
き
、
不
安
を

全
く
覚
え
な
い
と
い
え
ば
嘘
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
愚
直
に
生
産
活
動
に
打
ち
込
む

工
場
の
皆
さ
ん
か
ら
業
務
を
通
じ
て
学
ぶ
こ
と
も
多
く
、
自
分
が
成
長
し
た
と
い
う

実
感
を
持
て
る
、
と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

正
確
な
現
状
把
握
と
、
的
確
な
情
報
発
信

国
内
だ
け
で
な
く
海
外
の
工
場
と
も
や
り
と
り
を
す
る
た
め
、

正
確
な
意
思
疎
通
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
相
手
の
話
を
聞
い

て
理
解
し
た
と
思
っ
て
い
て
も
、
相
手
が
伝
え
た
い
意
図
と

は
違
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
業
務
上
の
依
頼
や

伝
達
事
項
が
あ
る
場
合
に
は
必
ず
内
容
の
目
的
と
、
こ
ち
ら

に
ど
う
い
っ
た
対
応
を
求
め
て
い
る
の
か
？
常
に
正
確
な

現
状
把
握
が
で
き
る
よ
う
に
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
自
分
の
考
え
と
相
手
の
理
解
に
齟
齬
が
生
じ
な
い

よ
う
、
考
え
を
き
ち
ん
と
整
理
し
て
か
ら
発
信
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
。
業
務
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、
そ
の
両
方

を
備
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

コ
ス
ト・コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

企
業
力
を
高
め
る

話しやすく頼れる上司
上司とは普段から気軽に雑談などもできて、様々なことを相談

しています。特に印象に残っているのは、私がリーダー職を目指そう
と考えたときのこと。自分には向いていないんじゃないか？という
思いもありましたが、上司から、「やり遂げる能力を持っていると
思うし、挑戦してみたら？」とアドバイスいただき、背中を押してく
ださいました。それからは目指すべきリーダー像を考え、自分が
やるべきことを意識して行動するようになりました。

尊敬できる、
よきパートナー
職場で知り合った夫と二人で暮らしています。私自身はまったく

海外志向がなかったのですが、夫は海外で学会発表をした経験
があり、社内の海外研修にも参加していました。そんな夫の話を
聞くうちに自分でも海外の空気を感じてみたいと思うようになり、
初めて海外旅行を経験。新しいことに挑戦しようという気持ちが
より強くなりました。
また私はサックス、夫はピアノと、お互いに楽器演奏を趣味と
しています。一緒に演奏したり、時々カフェを借りて仲間に披露
したりしています。仕事では頼れる先輩であり、プライベートでも
楽しい時間を共有できる、よきパートナーです。

私を支えてくれた家族のサポート
家族はいつも私のやりたいことを尊重してくれました。就職の

際には「自分のやりたいことにチャレンジしなさい」といってくれた
おかげで、地元である愛知県内の企業にとどまらず、遠方の
企業も視野に入れて幅広く挑戦できました。
また在学中は吹奏楽部に在籍していて、夜遅くまで部活動
と課題に追われることもあり、家族にはとても心配をかけました。
両親には、「両立は難しいんじゃないか？」と言われたこともあり
ましたが、それでも母親は毎日お弁当を作ってくれるなど、いろ
いろな面で応援してくれました。おかげで大学 4 年間を意欲的
に過ごすことができたと感謝しています。

矢崎計器株式会社
ECI 生産管理室 管理統括部

三浦 文恵さん
み う ら

名城大学理工学部 
材料機能工学科 卒業

矢崎総業㈱ 入社

矢崎部品㈱ 
技術開発室 コネクタ開発 
設計センター 配属

矢崎計器㈱ 
ECI生産管理室 
管理統括部 配属

3月

 
4月

12月 
 

8月

平成21年

 
平成21年

平成21年 
 

平成27年

ふ み え
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仲
間
・
後
輩

チ
ー
ム
で
担
う
重
要
な
設
計
工
程

自
動
車
用
シ
ー
ト
に
は
、
鉄
や

ウ
レ
タ
ン
、
樹
脂
、
表
皮
な
ど
、

様
々
な
素
材
の
部
品
が
数
多
く
使

わ
れ
て
お
り
、
３
〜
４
年
の
期
間

を
か
け
て
開
発
・
設
計
を
行
い
ま

す
。
お
客
様
で
あ
る
自
動
車
メ
ー

カ
ー
の
シ
ー
ト
開
発
担
当
者
と
直

接
や
り
取
り
を
し
な
が
ら
、
素
材

の
提
案
や
選
定
を
行
い
、
形
状
や

機
能
の
設
計
を
す
る
こ
と
が
私
の

主
な
業
務
で
す
。

シ
ー
ト
設
計
は
、
素
材
や
機
能

に
よ
っ
て
チ
ー
ム
を
構
成
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
お
客
様
が
望
む
シ
ー
ト
を
量
産
レ
ベ

ル
ま
で
無
事
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
自
分
の
専
門
知
識
や
経
験
を
チ
ー
ム
の
中
で
発
揮

し
な
が
ら
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
設
計
工
程
は
も
の

づ
く
り
の
上
流
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
何
か
問
題
が
発
生
す
る
と
後
工
程
や
納
期
に

ま
で
影
響
が
及
ぶ
重
要
な
工
程
で
す
。
不
具
合
が
発
生
し
た
際
の
対
応
も
私
の
業
務

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
お
客
様
の
量
産
開
始
日
が
決
ま
っ
て
い
る
中
で
、
い
か
に
短
期

間
で
対
策
案
を
出
し
、
解
決
を
し
て
、
製
造
ラ
イ
ン
に
返
せ
る
か
が
勝
負
に
な
り
ま
す
。

納
期
を
守
る
た
め
に
は
万
全
な
計
画
が
必
要
で
あ
り
、
常
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
理
解
し
、

考
え
て
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
仕
事
で
す
。

自
動
車
の
快
適
性
を
高
め
る
た
め
に

現
在
の
自
動
車
用
シ
ー
ト
に
は
、
運
転
者
の
安
全
を
補
助
す
る
機
能
を
は
じ
め
、
走
行
中

の
振
動
を
抑
制
し
た
り
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
能
を
備
え
た
も
の
も
あ
り
、
安
全
や
乗
り
心
地
を

向
上
さ
せ
る
様
々
な
付
加
機
能
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
飛
躍
す
る
チ
ャ
ン
ス
の
あ
る
業
界
で
、
私
自
身
も
大
き
な

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、お
客
様
の
要
求
の
中
に
は

難
題
も
あ
り
ま
す
。
技
術
的
に
難
し
い
場
合
は
代
替
案
を
提
案
し
、

納
得
い
た
だ
け
る
レ
ベ
ル
ま
で
す
り
合
わ
せ
て
い
き
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
時
に
役
立
つ
の
が
、
大
学
院
時
代
に
身
に
つ
け
た
思
考
力

で
す
。
研
究
中
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
物
事
を
い
ろ
い
ろ

な
視
点
か
ら
深
く
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
習
慣
が
今
仕
事
を
し
て
い
く
中
で
と
て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

自
動
車
シ
ー
ト
設
計
で

安
全
と
快
適
を
追
求
す
る

本音を言い合える仲間や後輩
私自身オープンな性格なので、後輩とはお互いに意見を交わし

やすい関係を保っています。飾らず、本音で話せることは、設計に
携わる者として大切なことだと思います。また、今の勤務先には
同期の仲間が 7名おり、皆シートの設計をしているため、困った時
は彼らに相談することもあります。「こんな事例があったけど、そっち
で似たような事例はある？解決策は？」など、気軽に聞けるのは
同期の仲間だからこそです。

M I S S I O N  3

見守り、応援してくれた両親に感謝
父親は、「狭い環境ではなく広い世界に出て社会経験を積ん

でほしい」という考えを持っており、私を名古屋まで出してく
れました。在学中の両親との交流は、私が長期休暇に里帰りをした
時に話す程度で、大学院への進学や就職先は自分の判断で決
めました。その後、就職先が神奈川県に決まり、両親のいる徳島
県から遠くなるので、正直なところ両親の反応が心配でした。
しかし、「何も気にせず、行って来なさい」と背中を押してくれ
たのは、とてもありがたかったです。

学生時代
技術系就職を希望し、徳島県から愛知県へ
私は徳島県から名城大学に進学しました。当時から技術系企

業への就職を希望していたので、工業産業が盛んな愛知県の大
学は魅力的でした。親戚や兄が愛知県に住んでいることも名城
大学を選んだひとつの理由です。
在学中、技術系の就職を本気で考えた時、大学院での学び

は必須だと感じ進学を決めました。研究室では流体力学の研究
に打ち込み、限られた時間の中でいかに結果や成果を得るかを
感じられた2年間でした。それを糧に就職活動に臨みましたが、
結局は「どこに入るか？」ではなく、「そこに入って何をするか？」
が大事だと思います。

私 の 学 生 時 代

日本発条株式会社
シート生産本部 第二設計部

名城大学理工学部 
交通科学科 卒業

名城大学理工学研究科 
交通科学専攻修了

日本発条㈱入社 
シート生産本部 
第二設計部 配属

3月

 
3月

 
4月

平成23年

 
平成25年

 
平成25年

藤江 卓至さん
ふ じ え た か し



　

電
気
電
子
は
、い
わ
ば「
快
適
な
未

来
を
つ
く
る
」学
問
で
す
。
世
界
中

で
研
究
開
発
が
進
む
例
を
挙
げ
る

と
、
次
世
代
バ
ッ
テ
リ
ー
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
プ
ラ
ズ
マ

ほ
か
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
本
科

で
は
、
電
気
工
学
コ
ー
ス
・
電
子
シ
ス

テ
ム
コ
ー
ス
の
２
コ
ー
ス
制
で
、
先
端

技
術
に
つ
い
て
の
研
究
開
発
の
基
礎

を
学
び
ま
す
。
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の

研
究
に
取
り
組
ん
だ
り
、
高
度
技
術

者
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
の
な
ら
ば
、

大
学
院
へ
の
進
学
を
お
勧
め
し
ま
す
。

企
業
や
学
外
研
究
機
関
と
の
協
同
研

究
や
、
国
際
会
議
で
の
発
表
を
通
し

て
成
長
が
可
能
で
す
。

　

プ
ラ
ズ
マ
と
は
、
物
質
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
加
え
る
こ
と
で
固
体
↓
液
体
↓
気
体

と
変
化
し
た
先
の
、
プ
ラ
ス
の
原
子
核

と
マ
イ
ナ
ス
の
電
子
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ

た
電
離
し
た
気
体
の
こ
と
で
す
。
プ
ラ

ズ
マ
技
術
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
に
用
い
る
電
子
デ
バ
イ
ス
の
開
発
・
製

造
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
竹
田
研
究
室
で

は
、
プ
ラ
ズ
マ
を
使
っ
た
ナ
ノ
材
料
の
合

成
と
デ
バ
イ
ス
へ
の
応
用
を
テ
ー
マ
に
、

プ
ラ
ズ
マ
内
の
反
応
を
測
定
し
た
り
、

新
し
い
ナ
ノ
材
料
を
開
発
す
る
な
ど
の

研
究
を
進
め
て
お
り
、
学
生
た
ち
は
最

先
端
技
術
に
接
す
る
や
り
が
い
を
感
じ

な
が
ら
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

名城大学理工学部学部長
加鳥 裕明

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
に

満
ち
た
研
究
を
通
じ
て

次
代
に
活
躍
す
る

人
材
を
育
成
。

　

理
工
学
部
の「
新
規
ナ
ノ
材
料
の
開

拓
と
創
製
に
よ
る
名
城
大
ブ
ラ
ン
ド

構
築
プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
、
平
成
29
年
度

の「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

事
業（
世
界
展
開
型
）」対
象
校
と
な

り
ま
し
た
。
２
年
連
続
で
選
ば
れ
た

の
は
全
国
で
５
校
の
み
、
中
部
地
区

唯
一
で
、
材
料
関
連
の
研
究
分
野
で

の
高
い
評
価
の
表
れ
で
し
ょ
う
。

　

多
様
な
可
能
性
を
秘
め
た
研
究
は
、

次
代
の
も
の
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い

く
も
の
と
考
え
ま
す
。
海
外
研
修
な

ど
を
通
じ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育

成
も
行
っ
て
お
り
、「
世
界
の
名
城
大
」

ブ
ラ
ン
ド
展
開
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

電
気
電
子
工
学
科
　

竹
田
圭
吾 

研
究
室　
最
先
端
の
プ
ラ
ズ
マ
技
術
が
テ
ー
マ

学
生
の
興
味
・
関
心
に
応
じ
て

コ
ー
ス
制
を
導
入
し
、

望
む
将
来
へ
と
つ
な
げ
る
。

　
　
　
　
　

学
科
長　

児
玉 

哲
司

理工学部2018
「世界の名城大」ブランドの構築

　

I
o
Ｔ（Internet of T

hings

）

時
代
を
迎
え
て
情
報
工
学
分
野
は
幅

広
く
展
開
し
て
い
る
中
、
本
科
で
は
、

学
生
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
応
じ
た
系

統
的
な
知
識
習
得
の
た
め
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
制
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
を
通

じ
た
I
T
エ
ン
ジ
ニ
ア
育
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」を
進
め
て
お
り
、
学
生
は
ハ
ッ

カ
ソ
ン
や
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
、
各
種
I
T

系
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
を
通
じ
て

主
体
性
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
る

協
調
性
を
高
め
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

企
業
人
を
招
い
た
勉
強
会
も
開
催
し

て
お
り
、
社
会
に
求
め
ら
れ
る
人
材

へ
と
成
長
で
き
ま
す
。

　

旭
研
究
室
で
は
、
L
E
D
を
使
っ
た

可
視
光
通
信
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研

究
や
、
音
響
に
よ
る
接
近
自
動
車
の

検
知
に
関
す
る
研
究
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
信
号
機
の
光
に

よ
り
音
声
を
無
線
で
視
力
の
不
自
由

な
方
に
伝
え
る
と
い
っ
た
形
で
、
よ
り

多
く
の
人
に
と
っ
て
快
適
と
な
る
将

来
の
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
可
能

性
に
満
ち
た
研
究
テ
ー
マ
で
す
。
学

生
た
ち
が
国
内
の
学
会
や
国
際
会
議

で
発
表
す
る
機
会
も
あ
り
、
社
会
で

活
躍
で
き
る
人
材
を
目
指
し
て
課
題

発
見
・
解
決
能
力
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
て
い
ま
す
。

情
報
工
学
科
　

旭 

健
作 

研
究
室　
未
来
へ
と
発
信
す
る
光
通
信
の
研
究

充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

学
外
と
の
連
携
で

求
め
ら
れ
る
人
材
へ
と
成
長
。

　
　
　
　
　

学
科
長　

山
本 

修
身

　

本
科
で
は
数
学
を
系
統
的
に
学
べ

る
よ
う
代
数
学
・
解
析
学
・
幾
何
学
・

数
理
情
報
・
計
算
機
科
学
の
５
分
野

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。

学
び
を
通
し
て
確
か
な
基
礎
力
を
養

い
、
自
ら
考
え
る
力
や
選
択
能
力
を

高
め
ま
す
。
数
学
は
、
10
年
、
20
年

後
に
熟
成
さ
れ
た
成
果
を
実
感
で
き

る
学
問
で
す
。
基
礎
学
力
の
上
に
大

学
院
で
２
年
の
思
考
実
験
や
研
究
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
数
学
科
教
員
や

企
業
人
と
な
っ
た
後
の
熟
成
度
は
、
大

き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
人
生
百
年

時
代
を
よ
り
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
人
材
と
し

て
生
き
抜
く
た
め
に
も
、
大
学
院
へ
の

進
学
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

小
澤
研
究
室
で
は
、数
学
の
一
分
野

で
あ
る
Ｌ
ｉｅ
群
論
を
研
究
テ
ー
マ
と

し
て
い
ま
す
。
小
澤
哲
也
教
授
は「
数

学
で
は
、
自
ら
疑
問
点
・
不
明
点
を
見

出
し
て
計
算
に
よ
っ
て
何
が
正
し
い
か

を
確
か
め
て
い
く
た
め
、
実
社
会
で

も
求
め
ら
れ
る
課
題
発
見
・
解
決
能

力
が
養
わ
れ
ま
す
」と
言
い
ま
す
。
ま

た
、数
学
界
で
は
英
語
で
研
究
発
表

を
行
う
の
が
通
例
で
、
研
究
室
で
も

英
語
の
資
料
を
使
っ
て
お
り
、
学
生
た

ち
は
日
々
自
然
と
英
語
に
接
し
て
い

ま
す
。
卒
業
後
は
企
業
へ
の
就
職
や

教
員
を
目
指
す
人
の
ほ
か
、
大
学
院

進
学
希
望
者
も
い
ま
す
。

数
学
科
　

小
澤
哲
也 

研
究
室　
自
分
か
ら
考
え
、
確
か
め
る
力
を
高
め
る

数
学
を
通
じ
て

理
解
す
る
こ
と
を
実
感
し
、

思
考
能
力
を
高
め
る
。

　
　
　
　
　

学
科
長　

橋
本 

英
哉

11学科の学びと教養教育のご紹介

　

既
存
の
知
識
を
学
ぶ
高
校
で
の
学

習
に
対
し
て
、
大
学
と
は
未
知
な
る
も

の
を
研
究
に
よ
っ
て
解
明
し
よ
う
と
す

る
場
で
あ
り
、
大
学
生
と
し
て
自
ら
考

え
て
解
決
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
総
合
基
礎
・
理
工

学
基
礎
は
、
専
門
分
野
の
研
究
に
進
む

た
め
の
土
台
を
作
る
ス
テ
ッ
プ
で
す
。

数
学
・
物
理
・
化
学
な
ど
理
工
系
の
基

礎
力
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、
人
文
科

学
、
社
会
科
学
、
語
学
な
ど
幅
広
い
学

修
を
通
じ
て
、
多
角
的
な
視
点
で
考

え
る
力
を
養
い
ま
す
。
ま
た
、
学
生

た
ち
に
は
、
世
界
へ
羽
ば
た
く
心
意
気

を
持
っ
て
英
語
力
の
習
得
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。

教
養
教
育
　

「
世
界
の
名
城
大
」ブ
ラ
ン
ド
は

学
生
が
身
に
つ
け
た
基
礎
力

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
く
。

　
　
　

教
養
教
育
長　

田
中 

義
人

0910

研究室 PICKUP 研究室 PICKUP 研究室 PICKUP



　

自
動
車
、
航
空
機
、
鉄
道
車
両
等

の
交
通
機
械
の
製
造
開
発
が
盛
ん
な

東
海
地
区
に
あ
っ
て
、
本
科
で
は
交

通
機
械
の
も
の
づ
く
り
に
必
要
な
知

識
・
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、
環
境
や
安
全

な
ど
の
問
題
に
対
応
で
き
る
セ
ン
ス

も
身
に
つ
け
た
技
術
者
を
養
成
し
、

50
年
近
く
に
わ
た
っ
て
多
数
の
人
材

を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
自
動
車
業

界
で
は「
百
年
に
一
度
の
変
革
期
」と

言
わ
れ
る
今
、
本
科
で
は
実
社
会
で

の
経
験
豊
富
な
教
員
や
最
先
端
技
術

に
接
す
る
機
会
を
通
じ
て
、
次
代
に

活
躍
す
る
人
材
へ
と
成
長
で
き
ま
す
。

大
学
院
で
専
門
性
を
高
め
、
よ
り
高

み
を
目
指
す
こ
と
も
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ビ
ー
ク
ル
エ
ン
ジ
ン
を
テ
ー
マ
と
す
る

中
島
研
究
室
で
は
、
内
燃
エ
ン
ジ
ン
の

摩
擦
低
減
や
冷
却
向
上
の
研
究
の
ほ
か
、

燃
料
電
池
の
発
電
向
上
の
研
究
、
省
燃

費
競
技
車
両
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

電
動
化
が
ト
レ
ン
ド
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
内
燃
エ
ン
ジ
ン
は
プ
ラ
グ･

イ
ン･

ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
で
は
動
力
源
と
し
て
、

電
気
自
動
車
で
は
レ
ン
ジ･

エ
ク
ス
テ
ン

ダ
と
し
て
、今
後
も
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
き
ま
す
。
よ
っ
て
、エ
ン
ジ
ン
の
摩

擦
低
減
な
ど
は
引
き
続
き
重
要
な
研
究

テ
ー
マ
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
低

炭
素
社
会
で
は
燃
料
電
池
の
研
究
も
さ

ら
に
重
要
度
が
増
し
て
い
き
ま
す
。

交
通
機
械
工
学
科
　

中
島
公
平 

研
究
室　
次
代
の
ビ
ー
ク
ル
エ
ン
ジ
ン
を
考
え
る

卒
業
後
は
、

交
通
機
械
の
製
造
開
発
で
、

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
に
。

　
　
　
　
　
学
科
長　

鈴
木 

昌
弘

　

機
械
工
学
は
、
自
動
車
、
鉄
道
、
航

空
機
、
工
作
機
械
、
医
療
、
環
境
、エ

ネ
ル
ギ
ー
ほ
か
、
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
と

サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
総
合
的
な
技
術

で
す
。
本
科
は
設
計
・
実
習
・
実
験
な

ど
の
体
験
・
実
感
型
の
実
習
科
目
が

充
実
し
て
お
り
、
特
に
３
年
次
の「
機

械
設
計
・
製
作
」で
は
、
自
ら
発
想
し

て
仕
様
設
計
か
ら
製
作
・
評
価
ま
で

の
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
体
験
し
ま

す
。
ま
た
、グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
高
め
る
べ
く
、
米
国
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
と
連
携
し
て
交
流

活
動
を
実
施
し
、
広
い
視
野
を
備
え
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
機
械
技
術
者
を

育
成
し
ま
す
。

　

池
本
研
究
室
で
は
、「
機
械
工
学
の

観
点
を
活
か
し
た
新
た
な
も
の
づ
く

り
」を
テ
ー
マ
に
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
な
ど

を
進
め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
開
発
中

の
四
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
人
工
知
能

に
よ
り
各
種
の
運
動
の
特
徴
を
割
り

出
し
、
自
律
的
に
経
験
し
て
い
な
い

動
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
物
観

察
を
通
し
て
得
た
情
報
を
機
械
制
御

に
応
用
で
き
な
い
か
考
え
た
り
、
３
Ｄ

Ｃ
Ａ
Ｄ
や
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
を
活
用
し

て
、
全
て
自
分
た
ち
の
手
づ
く
り
を

目
指
す
な
ど
、ユ
ニ
ー
ク
で
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
研
究
室
で
す
。

機
械
工
学
科
　

池
本
有
助 

研
究
室　
自
律
性
を
備
え
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
ほ
か

海
外
の
学
生
と
も
競
い
合
い
、

総
合
力
を
備
え
て
積
極
的
に

行
動
で
き
る
人
材
を
育
成
。

　
　
　
　
　
学
科
長　

藤
山 

一
成

　

本
科
で
は「
合
成
化
学
」「
物
質
・
材

料
化
学
」「
環
境
・エ
ネ
ル
ギ
ー
材
料
」

の
３
領
域
を
置
い
て
学
び
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

で
注
目
さ
れ
る
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
状
物

質
ほ
か
、
化
学
の
視
点
か
ら
物
質
特

性
を
研
究
し
、
他
学
科
と
も
連
携
し

て
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
技
術
に
育
て

上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
生

は
、
身
近
に
優
れ
た
業
績
を
持
つ
研

究
者
が
い
る
環
境
で
、
大
き
く
成
長

で
き
る
で
し
ょ
う
。
院
生
に
な
る
と

国
際
会
議
で
発
表
す
る
機
会
も
あ
り

ま
す
。
経
験
を
糧
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

し
て
、
国
際
基
準
で
評
価
さ
れ
る
研

究
を
追
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

丸
山
研
究
室
で
は
、
軽
量
・
高
強

度
・
柔
軟
な
ど
の
特
性
を
持
つ
カ
ー
ボ

ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
に
つ
い
て
、
炭
素
の

配
列
な
ど
構
造
を
変
え
る
こ
と
で
、

導
電
性
な
ど
の
特
性
を
変
化
さ
せ
る

こ
と
を
試
み
、
新
素
材
の
開
発
を
進

め
て
い
ま
す
。
昨
年
11
月
に
創
設
さ

れ
た
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
研
究
セ
ン
タ
ー

の
セ
ン
タ
ー
長
で
も
あ
る
丸
山
隆
浩

教
授
の
も
と
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
通

じ
て
研
究
成
果
を
発
表
す
る
な
ど
国

内
外
に
広
く
名
城
大
学
の
高
い
研
究

レ
ベ
ル
を
知
ら
し
め
て
お
り
、
学
生
た

ち
も
世
界
水
準
を
実
感
し
な
が
ら
実

験
・
分
析
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

応
用
化
学
科
　

丸
山
隆
浩 

研
究
室　
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
の
研
究
開
発

新
技
術
の
開
発
に

つ
な
が
る
研
究
を
進
め
、

世
界
へ
と
発
信
。

　
　
　
　
　
　
学
科
長　

永
田 

央
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材
料
工
学
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、環
境
、

資
源
な
ど
の
世
界
的
な
諸
課
題
の
解

決
に
つ
な
が
る
分
野
で
す
。
本
科
で

は
L
E
D
や
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ

な
ど
の
新
材
料
か
ら
機
能
性
材
料
、

生
体
材
料
ま
で
、
幅
広
い
領
域
に
わ

た
る
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
生
個
々
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
き
め

細
か
な
指
導
に
よ
る「
実
感
教
育
」で

学
生
の
能
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

大
学
院
へ
の
進
学
者
が
多
い
の
も
本

科
の
特
長
で
す
。
学
生
は
国
際
学
会

で
の
発
表
等
を
通
じ
て
自
身
の
研
究

の
重
要
性
を
再
認
識
で
き
、
世
界
を

視
野
に
活
躍
す
る
研
究
者
へ
と
成
長

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

榎
本
和
城
准
教
授
は
学
生
に「
実

験
は
、
う
ま
く
い
か
な
く
て
当
た
り

前
。
失
敗
を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

重
ね
た
先
に
こ
そ
成
功
が
あ
り
、
そ

の
達
成
感
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」と
言

い
ま
す
。
榎
本
研
究
室
が
研
究
テ
ー

マ
と
す
る
の
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
お
よ

び
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト（
複
合
）材
料
で
す
。

実
験
室
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
ナ
ノ

カ
ー
ボ
ン
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
天
然
繊

維
な
ど
の
複
合
材
料
を
作
製
し
て
強

度
計
測
等
を
し
て
お
り
、
学
生
た
ち

は
自
発
的
に
計
画
・
行
動
し
て
次
代
の

も
の
づ
く
り
に
役
立
つ
複
合
材
料
を

探
っ
て
い
ま
す
。

材
料
機
能
工
学
科
　

榎
本
和
城 

研
究
室　
軽
量
化
に
不
可
欠
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
複
合
材
料

世
界
を
リ
ー
ド
す
べ
く

高
度
な
技
術
の

研
究
・
開
発
に
邁
進
す
る
。

　
　
　
　
　
学
科
長　

六
田 

英
治

研究室 PICKUP
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建
築
物
は
、
人
の
生
命
を
守
る
と

と
も
に
、
地
域
の
風
景
を
創
り
、
文

化
を
育
む
役
割
を
も
果
た
し
ま
す
。

ま
た
、
多
く
は
数
10
年
に
わ
た
っ
て

在
り
続
け
ま
す
。
そ
の
た
め
本
科
で

は
、エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
か
ら
ア
ー
ト

ま
で
建
築
に
関
わ
る
幅
広
い
領
域
に

つ
い
て
基
礎
知
識
を
修
得
す
る
と
同

時
に
、
先
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
ふ

ま
え
た
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
力
も
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
企
業
や

自
治
体
と
の
連
携
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
じ
て
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
や
多
様
な
価
値
観
も
育
ん
で
お

り
、
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
で
活
躍

す
る
卒
業
生
も
い
ま
す
。

　

木
造
建
物
の
耐
震
の
研
究
を
主
と

し
て
い
る
松
田
研
究
室
で
す
が
、
最
近

は
東
日
本
大
震
災
で
被
害
の
多
か
っ
た

天
井
な
ど
非
構
造
部
材
の
研
究
も
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
埼
玉
県
の
音
楽

大
ホ
ー
ル
天
井
の
耐
震
改
修
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
進
行
中
で
、
学
生
た
ち
は
実

際
の
も
の
づ
く
り
に
関
わ
る
こ
と
に

や
り
が
い
を
感
じ
つ
つ
、
学
外
の
人
と

も
接
す
る
こ
と
で
社
会
人
基
礎
力
も

身
に
つ
け
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
中

国
と
の
共
同
研
究
で
世
界
的
大
規
模

実
験
も
予
定
し
て
お
り
、
広
く
海
外

に
も
目
を
向
け
な
が
ら
、
社
会
で
活

か
せ
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

建
築
学
科
　

松
田
和
浩 

研
究
室　
広
く
社
会
に
活
か
せ
る
耐
震
研
究

工
学
か
ら
人
文
・
芸
術
分
野
ま
で

幅
広
い
視
野
と

柔
軟
な
思
考
を
身
に
つ
け
る
。

　
　
　
　
　
学
科
長　

岡
田 

恭
明

　

今
や
環
境
を
取
り
ま
く
多
様
な
課

題
が
あ
り
、
世
界
的
に
環
境
問
題
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
環
境

創
造
学
科
で
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源

循
環
分
野
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
べ
く
、

２
年
後
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
更
を
予

定
し
て
お
り
、
着
々
と
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
す
で
に
こ
の
分
野
の
教

員
を
配
す
る
な
ど
、
研
究
の
質
の
向

上
を
継
続
的
に
続
け
て
い
き
ま
す
。

技
術
士（
環
境
部
門
）な
ど
各
種
資
格

取
得
や
、
専
門
性
を
高
め
る
大
学
院

進
学
へ
の
支
援
も
充
実
さ
せ
て
お
り
、

持
続
可
能
な
社
会
に
貢
献
し
、
広
く

社
会
で
求
め
ら
れ
る
人
材
の
育
成
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

目
に
見
え
な
い
紫
外
線
を
可
視
光

線
や
電
気
に
変
え
る
取
り
組
み
な
ど
、

光
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
を
進
め
る
研
究

室
で
す
。
特
に
、
レ
ア
ア
ー
ス
と
も
呼

ば
れ
る
希
土
類
の〈
発
光
す
る
〉特
性

に
着
目
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
ナ
ノ
粒

子
な
ど
と
も
組
み
合
わ
せ
て
、
光
か

ら
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
そ
う

と
し
て
い
ま
す
。「
学
生
が
持
っ
て
い
る

興
味
や
関
心
を
最
大
限
に
引
き
出
し

た
い
」と
語
る
西
山
桂
教
授
の
も
と
、

既
存
の
研
究
の
焼
き
直
し
で
は
な
く
、

世
界
で
初
め
て
、
さ
ら
に
は
世
界
で
い

ち
ば
ん
の
研
究
を
目
指
し
て
、
学
生

た
ち
は
実
験
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

環
境
創
造
学
科
　

西
山 

桂 

研
究
室　
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
と
新
規
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
成

地
球
的
規
模
の

資
源
・エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の

解
決
に
向
き
合
う
。

　
　
　
　
　
学
科
長　

道
正 

泰
弘

　

社
会
基
盤
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
で
は
、

安
心
・
安
全
で
快
適
な
社
会
基
盤
の

整
備
を
追
求
し
て
い
ま
す
。
海
外
で

の
実
績
を
持
つ
国
際
派
の
教
員
を
多

数
配
し
、
卒
業
生
た
ち
は
建
設
会
社

や
自
治
体
な
ど
各
分
野
の
最
前
線
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
も
土

木
学
会
で
の
受
賞
ほ
か
学
内
外
で
高

い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
大
学
院
の

開
設
以
降
、
研
究
体
制
は
よ
り
充
実

し
て
い
ま
す
。
国
際
感
覚
を
養
う「
グ

ロ
ー
バ
ル
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」を
通

じ
て
企
業
、
海
外
の
大
学
な
ど
か
ら

も
刺
激
を
受
け
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
備

え
た
人
材
へ
と
成
長
し
ま
す
。

　

藤
井
幸
泰
准
教
授
は
岩
場
や
斜

面
、
国
内
外
の
構
造
物
や
遺
跡
な
ど

の
風
化
や
崩
壊
に
つ
い
て
の
研
究
を

専
門
と
し
て
い
ま
す
。
研
究
室
で
は
、

地
質
学
と
土
木
工
学
に
立
脚
し
て
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
づ
く
り
に
お
い
て
防

災
面
で
活
か
せ
る
研
究
を
進
め
る
予

定
で
す
。
例
え
ば
山
崩
れ
に
よ
る
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、

そ
れ
が
な
ぜ
起
こ
る
か
、
ど
う
防
ぐ

か
を
考
え
、
対
策
を
立
て
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
現
物
に
触
れ
な
が
ら
知

識
を
修
得
し
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

や
地
質
調
査
ほ
か
建
設
業
界
で
活
躍

で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

社
会
基
盤
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
　

藤
井
幸
泰 

研
究
室　
防
災
に
活
か
す
風
化
や
崩
壊
の
研
究

充
実
し
た
研
究
環
境
の
も
と

国
際
感
覚
を
備
え
た

「
シ
ビ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
」に
成
長
。

　
　
　
　
　
　
学
科
長　

葛 

漢
彬
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メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
は
日
本
の
産
業

を
支
え
て
い
ま
す
。
本
科
で
は
電
気
・

機
械
・
制
御
・コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
各

分
野
と
連
携
し
た
教
育
を
展
開
し
、

厳
し
い
国
際
競
争
を
生
き
抜
く
べ
く
、

新
し
い
発
想
を
持
つ
人
材
の
養
成
に

努
め
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
は
国
際

的
な
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加

な
ど
意
欲
的
に
学
修
・
研
究
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
海
外
か
ら
の
留
学
生

受
け
入
れ
な
ど
、
日
常
的
に
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
を
意
識
で
き
る
環
境
で

す
。
大
学
院
な
ど
研
究
体
制
も
充
実

し
、
俯
瞰
的
に
シ
ス
テ
ム
を
捉
え
ら

れ
る「
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
的
思
考
」を

育
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

芦
澤
研
究
室
で
は
、
省
エ
ネ
・
高
効

率
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
研
究
や
、
自

律
・
半
自
律
ロ
ボ
ッ
ト
の
設
計
・
製
作

を
行
っ
て
い
ま
す
。
セ
ン
サ
を
組
み
合

わ
せ
た
低
コ
ス
ト
・
高
性
能
の
搬
送
用

ロ
ボ
ッ
ト
や
、
真
空
吸
着
に
よ
り
壁
面

を
昇
る
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、
工
業
や
農

業
、
災
害
現
場
等
で
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
、
企
業
と
の
協
同
研
究
も
進
ん

で
い
ま
す
。「
研
究
を
通
し
て
、
も
の

の
考
え
方
の
基
礎
を
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
」と
い
う
芦
澤
怜
史
准
教
授
の
も

と
、
学
生
た
ち
は
全
て
自
分
た
ち
で

考
え
、
組
み
立
て
、
動
作
実
験
や
改
良

を
進
め
て
い
ま
す
。

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
工
学
科
　

芦
澤
怜
史 

研
究
室　
社
会
に
役
立
つ
ロ
ボ
ッ
ト
づ
く
り

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
的
思
考
で

新
た
な
機
械
を

創
造
す
る
人
材
を
養
成
。

　
　
　
　
　
　
学
科
長　

楊 

剣
鳴

研究室 PICKUP

13



か
ら
く
り
人
形

理 工
ロマンの旅

機械工学
メカトロ
ニクス

vol.6

江戸時代に“木”で精密な機械人形をつく
り上げたこの技術力が明治以降、西洋の
“鉄”を用いた新しい機械技術を導入するに
あたって威力を発揮しました。日本の工業化
推進に大きな役割を果たしたことは明らか
です。からくりを支えたこの技術は、鎖国から
開放された明治維新以降に、ヨーロッパから
入ってきた新しい機械技術の受け皿となり、
この地方での時計産業や自動車産業の発
展を促し、今日の産業基盤形成の礎になっ
ているのでしょう。

からくりから発展？！
中部地方の産業基盤

からくり師が使用したと解っているのは、“くじらのヒゲ”
で作ったゼンマイだといわれています。くじらのヒゲは、ヒ
ゲクジラという種類の上あごにある器官で、皮膚が爪の
ように硬化し、先端が細長く分かれたものを指します。ヒゲ
クジラはこの器官を使ってオキアミなどの餌をこし取って
食べるようです。
くじらのヒゲは弾性に富んでおり、熱を加えれば成形で
き、冷やせばその形を保つ性質があります。ヒゲの大きな
ものは人の背丈以上もあり、細い板状にカットして表面を
一定の厚みに削れば、ゼンマイばねとして使用できました。
ただし、一度使用すると弾性が回復するまでにある程度
の時間を要し、現在の金属性のゼンマイばねと比較する
と性能は劣るものでした。

昔の人が知恵を絞った動力源

茶運び人形の旋回のからくり

茶碗を置くとストッパーが外れ、ゼンマイと
連結した歯車のカムが棒を押し、方向転換
器を傾けて人形は旋回する。

カ ム

ゼンマイ

方向転換器

歯 車

操舵車輪
【出展・参考書籍】
◎ 江戸からくり（巻1 茶運び人形復元）
　 原 克文 著／星雲社
◎ 完訳 からくり図彙（ずい）
　 村上 和夫　編訳／並木書房
◎ 九代玉屋庄兵衛後援会 オフィシャルHP

愛知の山車からくりは、京都で生れた人
形製作技術と大阪で始まった大衆人形芝
居、さらに名古屋で開花した和時計の技術
との出会いから誕生しました。和時計製作と
同様に一輌の山車をつくるには、縫師、彫師、
大工、指物師など多くの専門性を持つ職人
の技術が必要でした。広い裾野を持つ“分
業体制”と、現在のトヨタ自動車の“カンバン
方式”ともいえるシステムが既に存在してい
たともいわれています。

愛知の文化・風土が、今の産業を支える

▲江戸時代に作られた
　日本独自の時計

ヒゲクジラのヒゲ

ヒゲは大きなものになると人の背丈より大きい （写真：東京海洋大学水産資料館）

茶運び人形をはじめとする江戸期のからくり人形には、
上記のような“くじらのヒゲ”を利用したゼンマイが動力と
して利用されました。また、歯車をゆっくりと回転させる調
速機構には、和時計の仕組みが取り入れられています。
茶運び人形のいちばんの仕掛けは、客が茶碗を持ち
上げると停止し、再び茶碗を置くと旋回して戻っていくとこ
ろにあります。内部の構造を見てみると、茶運び人形はゼ
ンマイ仕掛けの三輪車のようになっており、ゼンマイの動
力は歯車から動輪に伝えられて走行し、茶碗を持ち上げ
るとストッパーがかかって停止。茶碗を置くとストッパーが
解除されるとともに、歯車と連結したカムが前輪の方向
転換器を押しまわして旋回するという仕組みです。

人形を動かすからくり仕掛けは、現代の機械工学にも通じる原理をそ
なえた“機械そのもの”です。機械技術の面では、西欧諸国に比べかなり
劣っていると見られがちだった江戸時代の日本に、実は西欧にも存在し
なかった「木製ロボット」をつくる精密機械技術が完成され実用化され
ていたことになります。このような木製のロボット文化の影響を江戸時
代の昔から受けていたことと、現在の中部地方に自動車、産業用ロボッ
トなどの企業が多く、工業製品の出荷高が常にトップクラスにあること
とは無縁ではないでしょう。

からくり人形と、ものづくり文化

ゼンマイ

方向転換器

前輪

カム

バネ

歯車
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名城大学理工学部から羽ばたく卒業生インタビュー
平成30年3月20日、愛知県体育館において平成29年度の卒業式が挙行されました。卒業後のさらなるご活躍に期待します。
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名城大学大学院理工学研究科応用化学専攻
丹羽悦子さん 応用化学科  卒業

豊田合成株式会社
面田圭太さん 交通機械工学科  卒業 進学就職

研
究
テ
ー
マ
を
進
展
さ
せ
、

よ
り
高
い
能
力
を

身
に
つ
け
た
い
。

興
味
を
持
っ
た

歯
車
に
つ
い
て
学
び
、

自
動
車
業
界
へ
。

応
用
化
学
科
に
入
学
し
た
理
由

　

高
校
時
代
に
地
球
環
境
に
関
心
を
持
ち
、

環
境
を
考
え
る
上
で
化
学
的
な
視
点
も
必

要
と
考
え
、
進
学
を
決
め
ま
し
た
。

大
学
生
活
を
振
り
返
っ
て

　

先
生
方
に
恵
ま
れ
、
専
門
の
分
野
に
つ
い

て
よ
り
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
４
年
間

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

大
学
院
進
学
に
至
る
ま
で

　

就
職
活
動
が
本
格
化
す
る
３
年
生
の
３

月
、
あ
ら
た
め
て
将
来
に
つ
い
て
考
え
、
研

究
室
の
先
生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
っ
て

「
大
学
院
で
さ
ら
に
成
長
し
て
か
ら
社
会
に

出
よ
う
」と
決
め
ま
し
た
。

進
路
に
つ
い
て
親
子
の
話
し
合
い
は
？

　

当
初
は
就
職
希
望
だ
っ
た
の
で
、
父
に
地

元
の
企
業
に
つ
い
て
聞
い
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
進
学
し
た
い
と
相
談
す
る
と
、「
充
実

さ
せ
ろ
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
て
、
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
始
ま
る
大
学
院
生
活
に
つ
い
て

　

自
動
車
用
燃
料
電
池
の
触
媒
に
つ
い
て

研
究
し
つ
つ
、
論
理
的
思
考
力
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
た
い
で
す
。

後
輩
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

自
分
と
向
き
合
っ
て
く
だ
さ
い
。周
り
に
流

さ
れ
て
就
職
す
る
よ
り
、親
の
理
解
と
自
分

の
信
念
が
あ
れ
ば
進
学
を
お
勧
め
し
ま
す
。

交
通
機
械
工
学
科
を
選
ん
だ
理
由

　

名
城
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
交

通
機
械
工
学
科
の
「
歯
車
を
触
っ
て
体
験

し
よ
う
！
」と
い
う
企
画
に
参
加
し
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。
想
像
以
上
の
歯
車
の
種

類
と
働
き
に
心
動
か
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
授
業
は
？

　

歯
車
を
組
み
合
わ
せ
て
エ
ン
ジ
ン
の
回

転
速
度
や
回
転
力
を
変
化
さ
せ
る
ギ
ア

ボ
ッ
ク
ス
の
製
作
で
す
。

就
職
先
企
業
を
志
望
し
た
理
由

　

授
業
の
内
容
も
ク
ル
マ
に
関
す
る
こ
と

が
多
く
、
学
ん
だ
知
識
を
活
か
せ
る
と
考

え
た
か
ら
で
す
。

採
用
に
繋
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
強
み
は
？

　

品
質
管
理
に
つ
い
て
の
授
業
に
触
発
さ

れ
て
独
自
に
勉
強
し
て
Ｑ
Ｃ
検
定
３
級
を

取
得
す
る
な
ど
、
行
動
力
が
評
価
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

就
職
に
つ
い
て
親
子
の
話
し
合
い
は
？

　

親
は「
自
分
で
調
べ
て
納
得
し
た
会
社

に
し
な
さ
い
」と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
自

分
を
信
頼
し
見
守
っ
て
く
れ
る
と
、
子
ど

も
と
し
て
は
嬉
し
い
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
の
夢
・
目
標
に
つ
い
て

　

自
動
車
の
内
外
装
を
手
が
け
て
い
る
会

社
な
の
で
、
す
べ
て
の
人
の
印
象
に
残
る
ク

ル
マ
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
で
す
。
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平成30年度
理工学部後援会
専門担当委員会

会長　寺西 正明

委員長  逸見 英治　　副委員長  森 久元

委員　　　   長谷川 清　  鈴木 宏康　  藤村 志郎　
小田原 俊二  伊藤 一男     山下 隆宏　  榊原 正己
津田 義憲 　 佐渡 直隆　  廣畑 洋祐　  坂根 安則　
関島 憲一 　 柴田 眞佐夫  阿知波 孝文  鈴木 規夫　
中根 正喜 　 丹羽 広志　  立山 貴也　  内田 智洋　
國枝 直人  　三浦 純一  　堀野 隆弘　  尾上 賢一
山田 高裕

委員長  河田 直英　　副委員長  柏田 淳一

委員　　　   国保 久一　  成田 吉男　  岡島 淳二　
錦木 幸男　  高村 和治　  三輪 恭久　  鈴木 成一郎
有本 昌伸　  滝澤 昇一　  和田 文三　  加藤 稔　
森 義則　  　平山 善健　  中野 稔久  　坂本 庄司　
幸村 信樹 　三好 強　 　 瀬野 宏　     大橋 健二　
佐藤 一成　  佐藤 智洋     伊藤 毅　  　福井 秀樹
及部 剛

委員長  宮之上 昭彦　　副委員長  近藤 博之

委員　　　   小島 久直　  佐野 錦司　  加藤 広和　
金住 健一　  市川 幸和　  永冨 和幸　  伊藤 弘人
太田 啓文　  渡邊 良夫　  水谷 吉文　  舩戸 繁　
川嶋 洋介　  大橋 啓之　  菊田 光　  　石川 武彦　
西島 耕治    辻 敏行　 　 大川 智　     大野 秀朗　
早川 貴理　  松野 忠良     國枝 郁照　  川邊 晴彦
     

企画担当委員会

　　　 後援会を運営するための予算編成と
　　　 事業計画を推進する
●予算編成　●会則　●定期総会　
●地区懇談会　●フレッシュマンセミナー
●ご父母のための進路セミナー

編集担当委員会

　　　 後援会自主活動の報告
　　　 並びに学部の状況を会員に周知させる
●理工学部紹介DVDの制作について
●後援会会報誌「Scope」の発行について
●後援会ホームページの制作について
●個人情報保護について

福利厚生担当委員会

　　　 後援会として学生に援助し得る
　　　 福利厚生事業を推進する
●学生育英救済制度実施　●災害見舞金制度実施
●学生奨励制度実施　●家庭教育支援制度実施
●学生課外活動援助

役割

役割

役割

後援会の組織図

活
動

理
工
学
部

後
援
会
の

　

平
成
30
年
度
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
寺
西
で
ご
ざ
い
ま
す
。
後
援
会
会
員
ご
父

母
の
代
表
と
し
て
、
微
力
な
が
ら
昨
年
度
に
引
き
続
き
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
度
は
新
規
事
業
と
し
て
、
３
年
生
全
員
に
T
O
E
I
C-

I
P
試
験
を
実
施
し
、

多
く
の
方
が
受
験
さ
れ
、
今
年
度
以
降
も
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
当
会
は
時
代
の
流
れ

を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
伝
統
を
重
ん
じ
つ
つ
、
全
国
の
大
学
に
お
け
る
後
援
会
の
先
頭
を

行
く
よ
う
な
活
動
を
推
進
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
や
学
生
さ
ん
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
活

動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
会
で
は
専
用
の
事
務
局
も
設
置
し
、
常
勤
の
職
員
も
お
り
ま
す
の
で
、
ご
子
弟
に
関

す
る
些
細
な
ご
相
談
な
ど
で
も
ぜ
ひ
後
援
会
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

後
援
会
で
は
、
１
年
生
が
入
学
さ
れ
て
す
ぐ
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
に
始
ま
り
、

卒
業
時
に
は
卒
業
パ
ー
テ
ィ
ー
の
援
助
や
卒
業
記
念
品
の
贈
呈
ま
で
、
後
援
会
活
動

は
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
幅
広
い
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
員
ご
父
母
の
皆
さ
ま
に
対
し

ま
し
て
は
、
地
区
懇
談
会
・
家
庭
教
育
支
援
セ
ミ
ナ
ー
・
ご
父
母
の
た
め
の
進
路
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
も
あ
り
ま
す
。
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
き
っ
と
皆
さ
ま
と
大
学

と
の
距
離
も
縮
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

役
員
・
委
員
と
と
も
に
、「
昨
年
度
よ
り
今
年
度
は
よ
り
魅
力
的
な
後
援
会
に
な
っ
た
」

と
皆
さ
ま
に
実
感
い
た
だ
け
る
よ
う
な
後
援
会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

名城大学理工学部後援会

会長  寺西 正明

学
生
へ
の

支
援
第
一
主
義

ご
父
母
の

目
線
で
の
活
動

ご
父
母
と
大
学
・
学
部

と
の
パ
イ
プ
役

理
工
学
部
に
関
係
す
る

諸
団
体
と
の
連
携
強
化

　

あ
く
ま
で
も
学
生
へ
の
支
援
を

第
一
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
次
に
ご
父
母
へ
の
還
元
、
さ
ら

に
理
工
学
部
の
教
育
・
研
究
へ
の

援
助
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

　

常
に
会
員
で
あ
る
ご
父
母
の

目
線
で
、
ま
た
ご
父
母
の
要
望
に

耳
を
傾
け
、
活
動
に
反
映
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

理
工
同
窓
会
・
技
術
士
会
等
、

諸
団
体
と
連
携
を
密
に
し
て
、

後
援
会
活
動
の
多
角
化
を
図
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
や
学
部
と
は
連
絡
を
密

に
し
て
、
協
調
し
、
ご
父
母
と
大

学
・
学
部
と
の
間
の
パ
イ
プ
役
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
を
通
じ
て
在
学
中
の
ご

子
弟
に
対
す
る
不
安
を
解
消
す

る
こ
と
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

後
援
会
の
基
本
姿
勢

4 3 2 1

よ
り
魅
力
的
な

後
援
会
を

目
指
し
て
。



●
●
●
●
●

● ● ●

● ● ●

● ● ●
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未知なる期待と不安でいっぱいの、今始まったばかりの大学生活。
学内で基本となる心構えやマナーを学び、バスで三河湾のホテルに移動します。
同学年の仲間や教員、先輩学生と1泊2日を共にすることで確かな絆が生まれます。

これから始まる大学生活を
充実させていくために

フレッシュマンセミナー 1
バ
ス
で
宿
泊
地
で
あ
る

三
河
湾
の
ホ
テ
ル
に
移
動

　

１
泊
２
日
の
セ
ミ
ナ
ー
が
あ
る
と

聞
い
た
と
き
か
ら
、
ず
っ
と
こ
の
日

を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

バ
ス
の
中
で
は
す
ぐ
に
打
ち
解
け

ト
ラ
ン
プ
を
し
た
り
お
菓
子
を
交
換

し
た
り
し
て
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

夕
食
時
間
も
、
初
め
て
の
人
と

打
ち
解
け
て
話
す
チ
ャ
ン
ス

　

美
味
し
い
料
理
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
す
。

　

 

夕
食
時
間
に
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
先
輩
た
ち
に
、
こ
れ

か
ら
の
授
業
の
こ
と
や
就
職
活
動
に

つ
い
て
お
聞
き
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
で

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
本
音
ト
ー
ク

　

海
が
見
渡
せ
る
広
い
お
部
屋
だ
っ

た
の
で
嬉
し
い
で
す
。

　

出
身
高
校
も
バ
ラ
バ
ラ
で
、
入
学

し
て
か
ら
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
話
し
た

こ
と
の
な
い
人
と
も
、
お
互
い
を
知

る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー

　

相
手
に
与
え
る
第
一
印
象
は
、
自

分
で
意
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
き

く
変
わ
っ
て
く
る
の
だ
と
、
講
師
の

先
生
の
お
話
で
知
り
ま
し
た
。

　

相
手
の
立
場
に
気
を
配
る
こ
と
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
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先
輩
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

参
考
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

　

自
分
と
は
全
く
違
う
も
の
の
見
方

や
考
え
方
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
て

新
鮮
な
気
持
ち
で
す
。

　

行
き
詰
ま
り
か
け
た
と
き
に
先
輩

の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
話
し
合
い
の
方

向
性
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
振
り
返
る
と
、「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ

ナ
ー
」で
学
科
の
友
人
が
で
き
、
そ
の
友
人
を
通
じ
て

学
科
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
て
、
そ
の
後
の
実
験
な
ど

で
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
も
身

近
な
友
は
、こ
の
時
に
で
き
た
仲
間
で
す
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
中
で
発
想
法
や
ア
イ
デ

ア
の
整
理
の
仕
方
を
学
べ
た
こ
と
も
、研
究
活
動
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。先
輩
と
し
て
、新
入
生
が
よ
り
良
い
時

間
を
過
ご
せ
る
よ
う
精
一
杯
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

良
き
友
人
関
係
も

理
工
学
部
生
と
し
て
の
姿
勢
も

こ
こ
か
ら
本
当
に
始
ま
っ
た
。

一
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
各
グ
ル
ー
プ
で
議
論
し
、

自
分
の
考
え
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

相
手
の
意
見
を
受
け
入
れ
る
協
調
性
を
養
い
ま
す
。

共
同
作
業
を
通
じ
て
意
欲
を
も
っ
て

主
体
的
に
勉
学
を
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
り
ま
す
。

信
頼
で
き
る
友
人
関
係
を
形
成
す
る
こ
と
で

大
学
生
活
へ
の
不
安
を
払
拭
さ
せ
ま
す
。

新
入
生
対
象

セ
ミ
ナ
ー
開
催
目
的

　

企
業
等
で
も
研
修
指
導
を
し
て
い
る

プ
ロ
の
ト
レ
ー
ナ
ー
を
招
い
て
、
人
に
与

え
る
印
象
の
重
要
性
や
電
話･

メ
ー
ル
の

マ
ナ
ー
、
時
間
管
理
の
必
要
性
な
ど
、
大

学
生
活
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。

充
実
し
た
学
生
生
活
の
た
め
に

「
大
学
生
と
し
て
の
マ
ナ
ー
」

Ⅰ

セ
ミ
ナ
ー

　

与
え
ら
れ
た
課
題
に
つ
い
て
、
ま
ず

自
分
で
考
え
た
後
、
チ
ー
ム
の
合
意（
コ

ン
セ
ン
サ
ス
）を
導
き
出
す
の
が「
コ
ン

セ
ン
サ
ス
ゲ
ー
ム
」で
す
。
話
し
合
い
を

通
じ
て
初
対
面
の
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
と

の
一
体
感
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
ゲ
ー
ム
」

Ⅱ

セ
ミ
ナ
ー

　

チ
ー
ム
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
め
て
行

う
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
自
ら
意
見

を
発
信
し
つ
つ
人
の
意
見
を
き
ち
ん
と

聞
き
、
そ
れ
ら
を
集
約
し
て
発
表
す
る

と
い
う
、
今
後
の
研
究
活
動
の
基
本
と

な
る
ス
タ
イ
ル
を
体
験
し
ま
し
た
。

話
す
、聞
く
、ま
と
め
る
、発
表
す
る

「
グ
ル
ー
プ
ディ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

セ
ミ
ナ
ー
Ⅲ
Ⅳ

新入生たちに聞いた
フレッシュな感想を
ご紹介します。
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大学院 理工学研究科　
材料機能工学専攻 修士課程1年生　

櫻木勇介さん

上級生の声
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理工学部生の就職事情や進学についての解説、
就職活動を経験した学生たちの生の声が聞けるディスカッションなど充実したセミナーで、
毎年ご参加になるご父母も多数います。昨年度の様子に沿って主な内容をご紹介しましょう。

就職・大学院進学の現状を
理解する絶好の機会

ご父母のための進路セミナースケジュール 21
大学施設見学ツアー希望者のみ

受付を済ませた後、学科別のグループに
分かれて、最新の研究機能を備えた『研
究実験棟Ⅱ』や学生が所属する学科の実
験施設等を見学し、研究内容についての
説明を受けます。

2
『名城食堂』学食体験希望者のみ

ふだん学生たちが利用している学食で、
学生たちと同じようなスタイルで料理を
お召し上がりいただきます。
（ただし、メニューについては当セミナー
限定の内容となります。）

3
全体懇談
後援会長、理工学部長、理工同窓会長の
あいさつに続いて、理工学部における最
近の就職状況や大学院進学についてお
話しします。

【就職と進学について】
理工系分野で高度専門職としての活躍を
目指すのなら、大学院を経て就職するの
が望ましいとの声もあります。学部卒で
就職することのメリット・デメリットや大学
院進学の意義、進学にあたっての各種サ
ポート等についてご紹介します。

4
パネルディスカッション
キャリアセンターの担当者が大学として
の就職活動へのサポート体制の数々をご
紹介します。続いて、昨今の就職状況に
詳しい方をゲストに迎えて話を聞きます。
その後、ゲストと学生たちをパネラーとし
て、「就職活動の本音」を語り合うディス
カッションを行います。
昨年は、理工学部を卒業して企業で活躍
中の3名をゲストに迎え、在校生3名との
「この場だからこそ話せること」を交えた
リアルな意見交換を繰り広げました。

5
学科別懇談
学科別の会場に移動した後、学科長あい
さつに続いて、学科の教育方針や就職状
況、大学院進学についての説明を行いま
す。ご父母からの疑問・質問にお答えする
時間もご用意しています。
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●
開
催
の
目
的

就
職
活
動
の

現
状
を
知
る

大
学
院
で
学
ぶ

意
義
を
考
え
る

学
び
の
施
設
を

見
学
す
る

● 

日
時

６
月
30
日（
土
）

　
時
〜　

時　

分

大
学
施
設
見
学
ツ
ア
ー
・
学
食
体
験
を

ご
希
望
で
な
い
場
合
は

13
時
か
ら
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

● 

会
場

名
城
大
学

天
白
キ
ャ
ン
パ
ス 

共
通
講
義
棟
北
１
階

名
城
ホ
ー
ル（
N
１
０
１
）

11

16

50

希
望
者
向
け
特
別
企
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

無
料
・
要
事
前
申
込

　

大
学
施
設
見
学
ツ
ア
ー

　

 『
名
城
食
堂
』学
食
体
験

ご
来
場
特
典

冊
子『
ご
父
母
と
一
緒
に
考
え
る

理
工
学
部
生
の
進
路
』進
呈

ご
子
弟
を
取
り
ま
く
進
路
の
現
状
を

分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
一
冊
で
す
。

12 ！
● 

参
加
対
象
者

理
工
学
部

全
学
年
の
ご
父
母
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就
職
活
動
の

現
状
を
知
る

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
E
S（
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
）も
な
か
っ
た
親
世
代
の
就
職
活
動

当
時
と
現
代
で
は
、
就
職
を
と
り
ま
く
環
境

も
学
生
た
ち
の
動
き
も
様
変
わ
り
し
て
い
ま

す
。
親
と
し
て
、
子
ど
も
世
代
の
就
職
に
不

安
を
覚
え
る
の
も
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
当
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
就
職
活
動
全

般
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
大
学
の
就
職

サ
ポ
ー
ト
体
制
、
学
生
た
ち
の
率
直
な
思
い

な
ど
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
は
、
企
業
に
勤
め
る
卒
業
生
と
学
生

た
ち
を
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
、「
就
職
活
動
の
本

音
」を
語
り
合
う
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
ご
父
母
に

大
変
好
評
で
し
た
。

大
学
院
で
学
ぶ

意
義
を
考
え
る

　

一
般
に
は
、
大
学
卒
業
後
は
就
職
し
て
社

会
に
出
る
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か

し
、
大
学
院
へ
進
学
す
る
と
い
う
道
も
あ
り

ま
す
。
特
に
理
工
系
に
お
い
て
は
、
企
業
側

が
大
学
院
卒
を
重
用
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
就
職
を
見
据
え
た
上
で
大
学
院
に
進

学
す
る
学
生
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
名
城
大

学
は
大
学
院
理
工
学
研
究
科
を
備
え
、
多
彩

な
分
野
で
最
先
端
の
研
究
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
名
城
大
学
大
学
院
で
は
学
業
成
績
お
よ

び
人
物
優
秀
な
学
生
に
対
し
て
奨
学
制
度
を

設
け
て
お
り
、
セ
ミ
ナ
ー
当
日
は
、
大
学
院

進
学
に
つ
い
て
の
説
明
も
行
い
ま
す
。

学
び
の
施
設
を

見
学
す
る

　

当
日
は
、
最
新
の
研
究
機
能
を
備
え
た
地

上
４
階
地
下
１
階
建
て
の『
研
究
実
験
棟
Ⅱ
』

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
研
究
施
設
の
見
学
ツ

ア
ー
を
学
科
ご
と
に
実
施
し
ま
す
。
研
究
内

容
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
い
た
り
、
教
員
の

指
導
の
も
と
で
院
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て

実
験
に
取
り
組
む
学
部
生
た
ち
の
様
子
を
目

に
す
る
機
会
も
あ
り
ま
す
。
理
工
学
部
生
の

日
常
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●申込はがき／本誌に同封されているパンフレット「ご父母のための進路セミナー」の受講申込はがきに
必要事項をご記入の上、申込締切期日までに投函してください。
●理工学部後援会ホームページ　http://www.meijo-rikokoen.jp／「ご父母のための進路セミナー」
の受講参加申込専用フォームに必要事項をご記入の上、送信してください。
※開催会場へのアクセスなど、詳しくは後援会ホームページまたはパンフレットをご覧ください。

参加お申込方法

panel discussion

設
備
の
充
実
ぶ
り
は

思
っ
て
い
た
以
上
で

感
心
し
た

　
こ
の
会
報
誌
を
見
て
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
学
ん
で

い
る
の
か
知
り
た
く
な
り
、
参
加
し
ま
し
た
。
机
上

だ
け
で
は
な
く
充
実
し
た
設
備
の
も
と
実
験
を
楽
し

み
な
が
ら
学
ん
で
い
る
と
わ
か
り
、
良
か
っ
た
で
す
。

　
子
ど
も
は
小
さ
な
頃
か
ら
鈴
鹿
の
自
動
車
レ
ー
ス

を
見
て
育
ち
、
将
来
は
車
の
デ
ザ
イ
ン
が
し
た
い
よ

う
で
す
。
今
回
、大
学
院
進
学
や
就
職
の
現
状
を
知
っ

て
、
本
人
が
希
望
す
る
な
ら
大
学
院
へ
行
か
せ
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
は
「
名
城
大
学
自
動
車
技

術
研
究
会
」に
所
属
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
活
動
の

様
子
も
見
た
か
っ
た
で
す
ね
。

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の

就
職
を
目
指
し
て

大
学
院
進
学
も
視
野
に

　
理
工
系
で
は
、
女
子
学
生
が
少
な
い
の
で
学
内
で

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
心
配
で
し
た
が
、
充

実
し
た
学
び
の
環
境
を
見
ら
れ
て
安
堵
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
就
職
に
関
し
て
は
女
子
を
積
極
的
に
採
用

し
て
い
る
と
聞
き
、
安
心
し
ま
し
た
。
大
学
院
進
学

も
視
野
に
入
れ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に

つ
け
る
手
助
け
を
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
勧

め
た
り
、
親
と
し
て
今
後
の
方
向
性
が
明
確
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
娘
と
情
報
共
有
が
で
き
る
の

で
良
い
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
就
職
活
動
中
の

学
生
が
企
業
に
聞
き
た
い
こ
と
」、「
親
か
ら
の
企
業
へ

の
質
問
」、「
企
業
側
か
ら
社
員
と
し
て
求
め
る
人
物

像
と
は
」な
ど
、
具
体
的
で
率
直
な
受
け
答
え
が
聞

け
て
お
も
し
ろ
く
、
ま
た
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
学
で
娘
が
毎
日
ど
ん
な
も
の
を
食
べ
て
い
る
の

か
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
学
食
体
験
で
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
、
量
も
多
く
大
変
美
味
し
か
っ
た
の
で

安
心
し
ま
し
た
。
　

　
秋
に
開
催
さ
れ
る
地
区
懇
談
会
と
次
回
の
進
路
セ

ミ
ナ
ー
に
も
参
加
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

企
業
や
学
生
の

本
音
が
聞
け
て

大
変
参
考
に
な
っ
た

2324

申込はがき、またはホームページよりお申込ください。
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地区懇談会は、学部の先生方の協力のもとに実施しています。
名古屋をはじめ全国各地で開催しますので、ぜひご参加ください。

ご父母の皆さまと先生方が直接、交流を深める貴重な機会となります。

先生方とじっくり話せる
貴重な機会

地区懇談会
学科別懇談
14：00
学科別に分かれて、教務
関係や就職、大学院進学
などについての説明を受
けます。

4
名古屋会場スケジュール

福岡・浜松・津・松本・岡山・富山・大垣会場スケジュール

❶受付開始 9：30～
❷理工学部紹介DVD上映 10：00
❸全体懇談 10：40
❹個別懇談・待合懇談 11：20
❺昼食会 13：00～14：00
全体の流れおよび内容は、各地区とも名古屋会場
と共通です。理工学部とご子弟の現状について
ご父母の皆さまからお気軽にご質問・ご相談いた
だけます。名古屋会場より参加者数が少ない分、
和やかな雰囲気です。

31
受付開始 
12：30～
受付で資料などを受け
取って全体懇談会場へ
向かいます。

個別懇談
待合懇談 14：30
別室にて個別懇談を行い
ます。個別懇談の順番が来
るまで学科別懇談会場で
は、先生がご父母の質問
に丁寧に答えてくれます。

5 2
理工学部紹介
DVD上映 13：00
映像を通して、各学科の
研究内容や学内施設、先
生方のご活躍ぶりや学
生たちの学部での日常
の様子を知ることができ
ます。

懇親パーティー 
16：40～17：50
和やかな雰囲気の中で、
先生とご父母が飲食を
ともにしながら自由に話
の花を咲かせます。

6 3
全体懇談 
13：40
後援会長のあいさつに
続いて、学部長から理
工学部の研究活動の現
状や施設の充実につい
てほか、名城大学並び
に理工学部全体の説明
があります。

25

● 

地
区
懇
談
会
と
は

教
務
・
就
職
・
進
学
に
つ
い
て

各
担
当
の
先
生
よ
り
詳
し

く
ご
説
明
し
ま
す
。

ご
子
弟
の
成
績
や
進
路
、
学

生
生
活
に
つ
い
て
ご
相
談
い

た
だ
き
、
き
め
細
や
か
な
ご

説
明
と
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

で
お
応
え
し
ま
す
。

大
学
の
状
況
や
進
路
な
ど

に
つ
い
て
疑
問
や
心
配
事
を

先
生
や
他
の
ご
父
母
の
皆

さ
ま
と
共
に
問
題
解
決
し

て
い
き
ま
す
。

● 

参
加
対
象
者

理
工
学
部

全
学
年
の
ご
父
母
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参加お申込方法

伝馬町

成子

連尺 板屋町

旭町JR浜松駅北口

新浜松駅

アクトシティ浜松
●

第一通り駅

浜松駅

遠州鉄道

JR東海道本線

東海道新幹線

257

152

62

ホテルクラウンパレス浜松

257

至名古屋

至東京

メイワン● JR浜松駅東

砂山東

バス
ターミナル

浜松会場 9月24日●月●祝10：00
ホテルクラウンパレス浜松
静岡県浜松市中区板屋町110-17
Tel.053-452-5111

福岡会場 9月22日●土 10：00
ホテルクリオコート博多
福岡県福岡市博多区博多駅中央街5-3
Tel.092-472-1111

富山会場 10月7日●日 10：00
パレブラン高志会館
富山県富山市千歳町1-3-1
Tel.076-441-2255 （0120-542-489）

新富町

富山駅前中央

あいの風とやま鉄道線

北陸新幹線

神通町

富山駅

牛島新町

赤江町

富山地方鉄道市電

富山ライトレール●

●

アーバンプレイス

マリエとやま

208

208
22

富山地方鉄道市電 富山地方本線

至金沢

至糸魚川

東光2丁目

音羽

博多駅（筑紫口）

博多駅東

九州新幹線

至小倉

JR博多南線

福岡都市高速
環状線

山陽新幹線

JR鹿児島本線

博多駅
博多バスターミナル●

202

385

博多区役所

御笠川

ホテルクリオコート博多

43

555

博多駅前3丁目

博多駅（バスターミナル前）

10月20日●土 13：00

名古屋栄東急REIホテル
名古屋市中区栄3丁目1-8　
Tel.052-251-0109
「栄駅」8番出口より徒歩約8分
「伏見駅」4番出口より徒歩約8分

社会基盤デザイン工学科
環境創造学科
建築学科

広小路通

大
津
通

七
間
町
通

本
町
通

伏
見
通

久
屋
大
通

錦通

栄駅

久屋大通駅

伏見駅

丸の内駅

桜通

地下鉄桜通線

地下鉄東山線

●

●

袋町通

本重町通 8番出口

4番出口

地
下
鉄
鶴
舞
線

地
下
鉄
名
城
線

名古屋栄東急REIホテル

数学科・情報工学科
電気電子工学科・材料機能工学科

10月14日●日 13：00

ホテル名古屋ガーデンパレス
名古屋市中区錦3丁目11-13 Tel.052-957-1022
「栄駅」1番出口より徒歩約5分
「伏見駅」1番出口より徒歩約8分

応用化学科・機械工学科
交通機械工学科・メカトロニクス工学科

10月21日●日 13：00

広小路通

大
津
通

七
間
町
通

本
町
通

伏
見
通

久
屋
大
通

錦通

栄駅

久屋大通駅

伏見駅

丸の内駅

桜通

地下鉄桜通線

地下鉄東山線

袋町通

本重町通

地
下
鉄
鶴
舞
線

地
下
鉄
名
城
線

1番出口

● ●

1番出口

ホテル名古屋ガーデンパレス

津会場 9月29日●土 10：00
ホテルグリーンパーク津
三重県津市羽所町700
Tel.059-213-2111

          

栄町3

津駅入口

栄町2

県庁前

津駅

JR紀勢本線

伊
勢
街
道

近鉄名古屋線

安濃川

23

114

ホテルグリーンパーク津

三重県庁

10

至新宮

19
津駅西

県庁西

至近鉄名古屋

至伊勢中川

会場と日程のご案内 名古屋会場13：00より開催 地方会場10：00より開催

●理工学部後援会ホームページ　http://www.meijo-rikokoen.jp
参加申込専用フォームに必要事項をご記入の上、送信してください。（8月初旬より受付）

●申込はがき
8月初旬に郵送される「案内パンフレット」の申込はがきに必要事項をご記入の上、申込締切期日までに投函してください。

情報工学科1年生の父母

機械工学科3年生の父母

機械工学科1年生の父母

数学科4年生の母 応用化学科3年生の父

個別懇談や懇親パーティーは、先生方にとってもご父母の皆さまと直にお話をする良い機会となっています。

松本会場 9月30日●日 10：00
アルピコプラザホテル
長野県松本市深志1-3-21
Tel.0263-36-5055

中央二丁目中央一丁目

西松本駅
栄橋

国府町

巾上

JR篠ノ井線
至篠ノ井

JR大糸線
至糸魚川

松本電鉄

田川

●松本バスターミナル

松本協立病院●

143

143

297

295

JR篠ノ井線
至塩尻

本庄一丁目

松本駅

19

松本駅前

渚三丁目

アルプスロ

大垣会場 10月13日●土 10：00
クインテッサホテル大垣　
岐阜県大垣市宮町1-13
Tel.0584-84-3730

クインテッサホテル大垣

大垣市役所

水門川

●

●大垣城

JR東海道本線

養老線

室本町

神田町1 郭町

禾森交差点

伝馬町

寺内町船町4

高屋町

大垣駅
室駅

258

57

31 18

18

237

212

至
名神高速道路

大垣IC

至名古屋

至米原

●岐阜バスセンター
大垣中央病院

アルピコプラザホテル

パレブラン高志会館

地鉄ビル前駅

岡山会場 10月6日●土 10：00
岡山コンベンションセンター
岡山県岡山市北区駅元町14-1
Tel.086-214-1000

奉還町東

山陽新幹線

JR山陽本線

JR吉備線

JR宇野線

53

53

180

岩田町

岡山駅西口

西
川
緑
道
公
園

岡山駅

岡山コンベンションセンター

イオンモール
岡山

清心町交差点

至大阪

至広島

下石井1丁目

岡山電気軌道

岡山駅前駅

●● ANAクラウンプラザホテル岡山石井小学校

地区懇談会にご参加いただいた方々の声

来
年
も
参
加
し
た
い
で
す

　

子
ど
も
の
成
績
表
を
見
な
が
ら

先
生
と
直
に
お
話
す
る
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た
で
す
。
学
科
別
懇

談
で
は
、
就
職
活
動
に
つ
い
て
の

説
明
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
参
加
す
る
予
定
で
す
。

具
体
的
な
情
報
を
得
ら
れ
た

　

成
績
表
か
ら
だ
け
で
は
読
み
取

り
き
れ
な
い
子
ど
も
の
成
績
の
実

際
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
上
、
学

部
全
体
や
他
の
学
科
、
卒
業
生
の

情
報
も
得
る
こ
と
が
で
き
、
参
加

し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
共
有

　

毎
年
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
先

生
と
お
話
す
る
こ
と
で
、
不
安
の

解
消
に
つ
な
が
る
し
、
他
の
父
母

の
方
々
の
話
も
参
考
に
な
り
ま

す
。
多
角
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る

大
学
に
改
め
て
感
謝
し
ま
す
。

充
実
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
実
感

　

前
年
に
続
い
て
の
参
加
で
す
。

子
ど
も
が
３
年
生
に
な
り
、
就
職

活
動
が
本
格
化
し
て
く
る
の
で
、

特
に
進
路
に
つ
い
て
の
話
は
参
考

に
な
り
ま
す
。
充
実
し
た
サ
ポ
ー

ト
が
あ
っ
て
、
あ
り
が
た
い
で
す
。

懇
親

パ
ー
テ
ィ
ー

　

理
工
学
部
と
い
え
ど
も

最
近
で
は
T
O
E
I
C
Ⓡ
な

ど
英
語
教
育
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
次
代
の
技
術

者
と
し
て
の
活
躍
も
視
野

に
、
学
生
の
将
来
に
つ
い
て

話
を
深
め
た
い
で
す
ね
。

　

個
別
懇
談
で
子
ど
も
の

成
績
等
の
不
安
を
解
消
し

た
後
、
こ
う
し
た
和
や
か
な

ひ
と
と
き
が
持
て
る
の
は
、

あ
り
が
た
い
で
す
。
大
学

の
先
生
を
身
近
に
感
じ
ら

れ
て
嬉
し
い
で
す
。

　

個
々
の
成
績
に
関
し
て

の
ご
相
談
ほ
か
、
就
職
や
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
情

報
も
お
伝
え
で
き
る
機
会

な
の
で
、
ぜ
ひ
、
い
ろ
い
ろ

お
尋
ね
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

申込はがき、またはホームページよりお申込ください。
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ご父母の皆さまに、家庭教育の重要性について再確認していただくとともに、
ご子弟の悩みごとに対応する能力を身につけていただくことを目的として、

各地での講演会や、学内での心理学講座を実施します。ぜひともご活用ください。

多感な青年期の
心の理解を深める

家庭教育支援セミナー 4

29

家
庭
に
活
か
す

心
理
学
講
座

　
当
講
座
は
心
理
学
を
中
心
と
し
た
内
容
を
ご
父
母
の

皆
さ
ま
に
ご
提
供
し
、
そ
れ
を
ご
家
庭
に
活
か
し
て
い
た

だ
き
、
よ
り
一
層
の
教
育
力
向
上
を
目
指
す
目
的
で
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
心
理
学
に
つ
い
て
は
初
学
者
に
も
わ
か
り

や
す
く
、
初
歩
か
ら
解
説
し
ま
す
。

　
心
理
学
等
の
学
問
的
内
容
の
理
解
を
し
、
家
庭
教
育
に

活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
重
要
で
す
が
、
さ
ら
に
こ
の

講
座
を
受
講
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ご
父
母
世
代
の「
自
分

探
し
」、
ま
た
子
育
て
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
、
こ
れ
か
ら
続

い
て
い
く
質
の
高
い
人
生
へ
の
手
掛
か
り
と
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。

名城大学天白キャンパス
11号館 504教室・第一会議室など

平成30年7月～平成30年3月 全20回

●受講時間 各回13：00～16：15（休憩15分）
●定員 50名（一度当講座を受講されたご父母はお申込できません）
●受講料 無料（別途教材費がかかる場合があります）

●担当講師

鈴木亮子 先生
椙山女学園大学 人間関係学部 心理学科 准教授

吉住隆弘 先生
中部大学 人文学部 心理学科 准教授

吉田琢哉 先生
岐阜聖徳学園大学 教育学部 准教授

川島一晃 先生
皇學館大学 文学部 コミュニケーション学科 准教授

信太寿理 先生
中京学院大学 短期大学部 保育科 専任講師

清水麻莉子 先生
中部大学 非常勤講師

吉本直美 先生
名城大学 非常勤講師

家
庭
教
育
支
援
セ
ミ
ナ
ー

講
演
会

　
優
秀
な
講
師
を
全
国
各
地
に
派
遣
し
、
気
軽
な
講
演
会
、

フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
て
家
庭
教
育
の

重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
ご
父
母
の
皆
さ
ま
が
身

近
な
相
談
役
と
し
て
ご
子
弟
の
悩
み
な
ど
に
対
応
す
る
能

力
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
全
国
の
大
学
に
先
駆
け
て
名
城
大
学

が
開
講
し
、
文
部
科
学
省
、
地
方
自
治
体
、マ
ス
コ
ミ
な

ど
も
大
変
注
目
し
て
お
り
、
毎
年
多
く
の
ご
父
母
の
方
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
講
演
会
は
何
回
で
も
受
講
で
き
ま

す
の
で
、
よ
り
い
っ
そ
う
内
容
が
深
ま
り
、
参
考
に
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。

名古屋会場 7月22日●日

吉田俊和 先生
岐阜聖徳学園大学
教育学部 教授 
名古屋大学 名誉教授
博士／教育心理学
専門／社会心理学

平石賢二 先生
名古屋大学大学院
教育発達科学研究科 
教授 
博士／教育心理学
専門／生涯発達心理学

●講演 13：00～14：20
●質疑応答・フリーディスカッション 14：30～15：10
●受講料 無料

青年期のこころの発達
　－自分らしい生き方の探求

発達障害の知覚認知発達不全の理解
　　　　－早期発達支援のために

浜松会場 7月28日●土

名古屋会場 7月29日●日

名古屋会場 8月5日●日

名城大学天白キャンパス
11号館 504教室

サーラシティ浜松２階 柊

名城大学ナゴヤドーム前キャンパス
西館2階レセプションホール

名城大学ナゴヤドーム前キャンパス
西館2階レセプションホール

津会場 8月4日●土 三重県教育文化会館 第3会議室

講演
テーマ

和氣洋美 先生
神奈川大学
名誉教授 
博士／医学
専門／知覚認知心理学
　　　高齢者障害者福祉心理学

講演
テーマ

他人を説得する講演
テーマ

●申込はがき／本誌に同封されている各パンフレット、「家庭教育支援セミナー 講演会」または「家庭に活かす
心理学講座」の受講申込はがきに必要事項をご記入の上、申込締切期日までに投函してください。
●理工学部後援会ホームページ http://www.meijo-rikokoen.jp／「家庭教育支援セミナー 講演会」
または「家庭に活かす心理学講座」の各受講参加申込専用フォームに必要事項をご記入の上、送信してください。
※各開催会場やアクセスなど、詳しくは後援会ホームページまたは各パンフレットをご覧ください。

参加お申込方法 申込はがき、またはホームページよりお申込ください。



学術・スポーツ・文化の各分野において、めざましい活躍をしたと認められる
理工学部在籍の学生たちを後援会が表彰する学生奨励制度。

平成29年度は53名・4団体が選ばれ、平成30年2月28日に表彰式が行われました。

学生たちの健闘と成果を
こころより祝福

学生奨励表彰式
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1  目的　　　　　　　　この制度は、名城大学理工学部の学生で、人物・学業共に、優れた者あるいはスポーツ並びに文化活動において、大学の名声を
　　　　　　　　　　　　とくに広めた者に対し、その功績をたたえるとともに、本人をはじめ他の学生の今後の励みになることを念願して設立する。
2  適用範囲　　　　　　名城大学理工学部に在籍する学生。
3  審査方法及び機関　　理工学部長の推薦により、理工学部後援会福利厚生委員会において審議決定する。
4  審議時期　　　　　　適時
5  奨励方法　　　　　　表彰状並びに副賞（記念品）とする。
6  ① 表彰者選出基準

　② 上記区分以外で、会長若しくは学部長の推薦により、後援会福利厚生委員会が妥当と認めた者に対しても、上記区分に該当する者と同様に表彰することができる。
　③ 前項①②共、後援会費納入会員の子弟とする。
7  表彰方法　　　　　　表彰者氏名及び該当事項を公示し、後援会委員会の席上において表彰する。
8  施行期日　　　　　　昭和57年4月1日付をもって施行する。
　　　　　　　　　　　 附則　平成5年10月21日 一部改正　平成10年3月24日 一部改正　平成11年6月4日 一部改正　平成25年1月30日 一部改正　以上

区分　　　　　資格　　　　　基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年間引当数

学術関係　　　個人　　　　　3・4学年に在籍する者のうち、人物・学業共に優秀な学生で各学科ごとに推薦された者。　　　　　　 1学科4名以内

スポーツ関係　個人又は団体　1  名城大学体育運動部に所属し、東海大学選手権大会又はリーグ戦等に於いて優勝したチーム。又は個人。   若干名
　　　　　　　　　　　　　　2  全国的規模における競技会に於いて3位以上に相当する賞を受けた個人又は団体。
　　　　　　　　　　　　　　3  前1・2号優勝者以外で個人賞として特別に表彰された者。
　　　　　　　　　　　　　　4  体育会運動部主将として著しく部の発展に貢献した者。但し在学中一回限りとする。

文化関係　　　個人又は団体　1  名城大学文化クラブに所属し、東海又は中部大会以上の競技会に於いて優勝した個人又は団体。　 若干名
　　　　　　　　　　　　　　2  前号以外で、全国的規模における競技会に於いて3位以上に相当する賞を受けた個人又は団体。

平成29年度 理工学部後援会 学生奨励制度表彰者（学年は平成30年2月現在のもの）

名城大学理工学部後援会学生奨励制度表彰規定

　　　　　　　　学術関係
数学科　　　　　　　 　3年  村上 遼 　 3年  大西 友博
　　　　　　　　　　 　3年  佐藤 雄飛 　 3年  大見謝 要

情報工学科　　　　　 　3年  松岡 穂 　 3年  曽布川 あかり
　　　　　　　　　　 　3年  伊藤 美紀 　 3年  髙木 周平

電気電子工学科　　　 　3年  本多 慶伍 　 3年  星野 知音
　　　　　　　　　　 　3年  柴垣 敬太 　 3年  梅村 和輝

材料機能工学科　　　 　3年  砂古口 藍子 　 3年  田中 隼也
　　　　　　　　　　 　3年  小田原 麻人 　 3年  小田 薫

応用化学科 　3年  前田 陽子 　 3年  竹田 綾菜
　　　　　　　　　　 　3年  岡島 里奈 　 3年  瀧下 智美

機械工学科 　3年  島方 大 　 3年  近藤 香織
　　　　　　　　　　 　3年  鈴木 慎平 　 3年  天野 竜太

交通機械工学科　 　3年  石塚 洋祐 　 3年  酒井 達矢
　　　　　　　　　　 　3年  塚本 涼 　 3年  下條 朋輝

メカトロニクス工学科 　3年  近藤 佑樹 　 3年  水谷 友美
　　　　　　　　　　 　3年  鈴木 康平 　 3年  髙山 雅貴　

社会基盤デザイン工学科 　3年  朝岡 巧 　 3年  飯田 潤哉
　　　　　　　　　　 　3年  小島 諒 　 3年  鈴木　涼

環境創造学科　　　　 　3年  福田 春菜 　 3年  山本 園実
　　　　　　　　　　 　3年  村瀬 綾香 　 3年  田中 秀和　

建築学科　　　　　　 　3年  増田 顕 　 3年  市川 和樹
　　　　　　　　　　 　3年  岩田 実希 　 3年  加藤 万騎　

● 体育会 ハンドボール部  【表彰者選出基準 1】
平成29年度 東海学生ハンドボール春季リーグ  優勝

● スケート部  【表彰者選出基準 2】
材料機能工学科3年  砂古口 藍子
　アイスダンス・マスターズ 第10回 上野芝カップ Bクラス  優勝

● 体育会 居合道部  【表彰者選出基準 2】
第32回 全日本学生古武道連盟大会  団体優秀賞

● 体育会 バーベルトレーニング部  【表彰者選出基準 2】
電気電子工学科3年  松島 丈
　第44回 全日本学生パワーリフティング選手権大会 男子53kg級 3位

● 体育会 ラクロス部  【表彰者選出基準 4】
電気電子工学科3年  石井 慶
　主将として、部の発展に著しく貢献。22歳以下日本代表メンバーに
　選出され、第8回 APLUアジア・パシフィック選手権大会  優勝

● 体育会 居合道部  【表彰者選出基準 4】
建築学科4年  原田 京
　主将として、部の発展に著しく貢献。また全国大会を主催する等功績あり

 　　　　　　　　   文化関係
● 文化会 将棋部  【表彰者選出基準 1】
平成29年度 中部春季団体戦  優勝

● 理工学部 エコノパワークラブ  【表彰者選出基準 1】
本田宗一郎杯Honda  エコマイレッジチャレンジ2017 第37回全国大会
　グループⅢ（大学・短大・高専・専門学校生クラス） 優勝

● 理工学部 ロボット倶楽部  【表彰者選出基準 2】
メカトロニクス工学科1年  湊谷 亮太
　26th International Micro Robot Maze Contest 2017 2nd Place Winner 受賞

 　　　　　　　   その他　
● 建築学科4年  藤城 太一  【表彰者選出基準 2】
　 第34回 JIA東海支部設計競技 『21世紀の戦後住宅』  金賞

● 環境創造学科4年  前田 真里  【表彰者選出基準 2】
　 第34回 JIA東海支部設計競技 『21世紀の戦後住宅』  金賞

 　　　　　　 スポーツ関係
● 体育会 洋弓部  【表彰者選出基準 1】
機械工学科4年  井藤 司
　2017年度 東海学生アーチェリーフィールド選手権大会　
　男子リカーブ  優勝

● 体育会 ヨット部  【表彰者選出基準 1】
建築学科2年  髙栁 直角
　2017年度 中部学生ヨットオープン スナイプ級  優勝
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5

身体の隅々まで神経を行き
渡らせて動作する居合道は
奥が深いと思います。

礼節を学ぶことが
できました。今後も
居合道を続けます。

機械工学科の女子は4人。
お互いを高め合いながら
励んできました。

◀

将棋部では独創性を拓き
皆さまに感動されるように
さらにがんばりたいです。

◀

◀

◀
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理工学部後援会では、本誌面でご紹介してきた諸活動のほか、様々な支援・援助活動を行っています。

学生とご父母を
きめ細やかに幅広くサポート

その他の活動紹介 6
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林 

友
美  

契
約
職
員

　
後
援
会
事
務
局
に
は
、
学
生
さ
ん
や
先
生
方
ほ

か
、
様
々
な
方
が
訪
ね
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
皆

さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
仕
事
に
励
む
日
々

で
す
。
５
年
ほ
ど
前
か
ら
趣
味
の
ひ
と
つ
と
し
て

書
道
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
筆
を
手
に
、
心
を
鎮

め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
、
大
学
生
の
娘
と
、
劇
団

四
季
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
観
て
心
躍
ら
せ
る
ひ
と
と

き
も
、
大
切
な
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
時
間
で
す
。

【
主
な
担
当
】
●
事
務
全
般
（
事
務
補
助
業
務
）

吉
本 

直
美  

会
計
幹
事
（
事
務
局
次
長
）

　
後
援
会
業
務
以
外
に
も
研
究
者
と
し
て
の
一
面

も
持
っ
て
い
ま
す
。
人
間
科
学
博
士
も
取
得
し
、

年
に
数
回
の
学
会
発
表
も
こ
な
し
、
さ
ら
に
多
く

の
研
究
会
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
自
己
研
鑽
に

忙
し
い
な
が
ら
も
、
趣
味
の
時
間
も
大
切
に
し
、

海
外
旅
行
を
す
る
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

【
主
な
担
当
】
●
後
援
会
会
計
お
よ
び
事
務
全
般
　

●
地
区
懇
談
会
・
育
英
給
費
生
制
度
・
後
援
会
寄
贈
図

書
・
学
生
奨
励
表
彰
制
度
・
名
簿
管
理
な
ど

堀 

一
貴  

事
務
局
長

　
人
と
話
す
こ
と
、人
と
関
わ
る
こ
と
が
大
好
き
な
、

明
る
い
性
格
で
す
。
笑
う
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
落

語
や
漫
才
な
ど
を
聴
い
て
、
皆
さ
ま
に
笑
っ
て
も
ら

え
る
話
術
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
吹
奏
楽
に
つ
い
て

は
、
名
城
大
学
で
は
お
そ
ら
く
一
番
詳
し
い
と
の
自

負
も
あ
り
ま
す
。a
i
k
o
フ
ァ
ン
で
あ
り
、
ラ
イ
ブ

の
時
に
派
手
に
踊
っ
て
い
る
姿
は
普
段
か
ら
は
想
像

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
熱
心
な
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の

フ
ァ
ン
で
す
。

【
主
な
担
当
】
●
後
援
会
事
務
全
般
　
●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

理
工
学
部
紹
介
D
V
D
・
会
報
誌
S
c
o
p
e
な
ど
の
広

報
関
係
　●
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
・
ご
父
母
の
た
め

の
進
路
セ
ミ
ナ
ー
・
家
庭
教
育
支
援
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

こんにちは。理工学部後援会事務局です。
理工学部後援会事務局は常勤職員3名が常駐しています。事務局は11号館2階

（11-221室）にあります。後援会に対して、ご意見などありましたら、事務局ま

でお気軽にご連絡ください。また、ご子弟の学生生活等について、不安などあり

ましたらご相談に応じます。家計が急変された方もご遠慮なくご相談ください。

なお、ご相談内容については秘密厳守いたしますので、ご安心ください。

Tel&Fax052-831-9214  jimukyoku@meijo-rikokoen.jp
理工学部後援会ホームページ http://www.meijo-rikokoen.jp

分
か
ら
な
い
こ
と
、

気
に
な
る
こ
と
、

心
配
事
は
こ
ち
ら
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

学生の進路
キャリアプラン
の相談

学生の健康相談
こころの相談

奨学金など
の相談

成績・履修など
の相談

ご父母の
相談窓口

学務センター
（生活支援G）
Tel 052-838-2028（直通）
「タワー75」 4階 
月～金曜日8:50～18:30
（土曜日は17:20まで）

学務センター
（理工学部）

Tel 052-838-2023（直通）
「タワー75」 3階 
月～金曜日8:50～18:30
（土曜日は17:20まで）

キャリアセンター

Tel 052-838-2040（直通）
「タワー75」 4階 
月～金曜日8:50～18:30
（土曜日は17:20まで）

保健センター

Tel 052-838-2031（直通）
 「本部棟」 1階 
月～金曜日 8:50～21:00
（土曜日は17:20まで）

理工学部後援会
事務局

Tel 052-831-9214（直通）
 「11号館」 2階 
月～金曜日 9:00～17:30

▼▼▼▼▼

理工学部後援会 定期総会の開催
平成30年４月１日（日）の入学式後、天白キャンパス共通講義棟（南）102教室において、
理工学部後援会定期総会が開催されました。議案はすべて承認され、
平成30年度会長には寺西正明氏（機械工学科４年ご父母）が選出されました。

理工学部後援会ホームページの制作
後援会活動や大学についての最新の情報を迅速にご父母の皆さまに提供するため、
ホームページを制作しております。
「ご父母のための進路セミナー」、「地区懇談会」、「家庭教育支援セミナー」へのご参加のお申込
もホームページから行うことができますので、ぜひご利用ください。
また、「フォトアルバム」には活動の様子を掲載していますので一度ご覧ください。

理工学部紹介DVDを制作
「名城大学理工学部紹介DVD」を制作し、毎年開催される地区懇談会などで上映しています。

会報誌「Scope」の発行
後援会活動の紹介、キャンパス、ご子弟の様子、ご父母の皆さまの声などを掲載しています。

難関資格取得者に記念品を贈呈
学生が取得した資格の中で、難関資格を取得した学生に対し記念品を贈呈します。

TOEIC® 受験援助
１２月8日（土）に本学にて実施するTOEIC-IP試験について、
理工学部3年生は全員無料で受験できます。

卒業記念品贈呈・卒業パーティー援助
会員ご子弟の卒業生全員に対し記念品を贈呈しています。

学会発表の援助
学会や研究会で発表する学生へ旅費や参加費を援助しています。

学生用図書の援助
学生の勉強の参考となる図書の購入を援助しています。

平成30年度 理工学部後援会 定期総会

年1回発行される会報誌「Scope」

理工学部後援会 ホームページ

TOEIC® 試験会場

女
子
駅
伝
部

杜
の
都
駅
伝
で
優
勝
！

平
成
29
年
10
月
29
日
に
宮
城
県
仙
台
市
で
行
わ
れ
た

「
第
35
回
全
日
本
大
学
女
子
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会

（
杜
の
都
駅
伝
）」に
お
い
て
、名
城
大
学
女
子
駅
伝
部

が
12
年
ぶ
り
2
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。


